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巻 頭 吉

部 長 藤 原

る
程
度
冗
ま
で
治
ま
つ
て
来
た
と
は
い
う
も
の
の
、

そ
れ
ら
内
外
の
諸
事
情
の
中
妃
あ
っ
て
、

す
。
今
後
は
、

後
の
あ
り
方
妃
つ
い
て
、

え
な
が
ら
、

さ
穴
見
、

ご
斧
冦
を
部
室
ま
で
お
寄
せ
下
さ
れ
ば
幸
甚
で
す
。

部
の
発
展
に
意
を
注
が
ね
ば
な
る
ま
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
先
輩
諸
兄
も
、

そ

れ

に

よ

つ

て

得

た

貴

電

な

体

験

の

数

々

を

生

か

し

部

員

の

し
か
も
新
し
い
自
動
車
部
へ
の
脱
虔
を
試
み
て
来
ま
し
た
。

自

動

車

部

の

今

人

一
人
が
、

陀

反

し

、

新

し

い

息

吹

き

を

感

じ

さ

せ

る

も

の

が

生

れ

か

か

つ

て

は

消

え

て

行

っ

た

感

じ

で

し

か

し

事

実

は

意
l
 ー
一

自

動

車

部

は

自

効

四

部

た

り

陀

そ

の

伝

統

を

伝

問
顆
は
ま
だ
山
稜
し
て
い
ま
す
。

で
な
く
激
し
い
動
乱
の
時
四
を
過
し
て
来
ま
し
た
。
今
、

全
国
を
、

そ

の

余

儘

が

か

す

か

妃

立

ち

の

院

あ
た
か
も
野
火
の
閃
く
に
広
ま
つ
て
衆
目
を
集
め
た
大
学
紛
争
妃
、

理
化
さ
れ
た
近
代
的
な
．
、
学
へ
と
一
変
し
つ

ヽ
ぁ

ム
ニ
の
を
感
じ
ま
す
。

ぷ
間
を
、
舗
装
さ
れ
た
道
路
が
整
妖
と
縦
横
匠
通
じ
て
旧
い
伝
統
あ
る
本
学
が
、

に
は
、

大
学
の
旧
い
建
物
は
殆
ど
と
い
つ
て
よ
い
程
う
ち
壊
さ
れ
、

元
が
、
自
配
二
宙
二
芦
々
長
に
就
任
し
て
ム
ー
ら
＝l
――

そ

の

間

の

大

学

内

の
変
貌
は

、

い
も
の
で
、

注
た
、

本

学

も

例

外

内

面

的

沢

は

い
よ
い
よ
合

新

し

い

教

室

が

立

ち

並

ま
っ
た
く
目
を
見
張
ら
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

外

病

的

．
を
う

二
↑
一
一
も

経
送
し
ま
し
た
。
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主 将 挨 拶

主 将 J 11 速

ヽ

こ
れ
か
ら
の

部
活
勧
の
搭
と
し
て

六
号
の
発
刊
は

こ
れ
か
ら
何
生
た

つ
て
も

記

よ
り
充
実
し
た
部
活
曲
へ
と
さ

当
た
り
、

工
莱
・
大
学
責
菩
会
自
氏
｛
早
翌
も
第
一
匡
卒
・
英
・生
を
送
り
ピ

ら
れ
ま
せ
ん
。

百
名
を
越
え
る
諸
先
葦
方
々
の
残
さ

れ
た
デ
直
ャ

l

t
.—
つ
て
今

昨
年
の
全
国
の
交
通
事
故
枷
｛
よ
る
死
者
は

一
六

0
0
0人
を
突
破
し
、
今
年
の
死
者
が
昨
年
を
下

こ
れ

ら
交
通
事
故
を
無
視
せ

ず
l
f
C
は
活

勅
で
き
た
い
自
動
車
部
と
し
て
今
さ
ら
な
が
ら
身
の
引
き
し
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

現
左

、・に

々
の
問
題
を
か
か
え
て
い
る
我
が

部
に
と

つ
て
、

全
部
員

一
丸
と
た
っ
て

解
決
陀

飽
全

な
体
育
部
と

し

て

さ

ら

陀

邁
進

す

る

こ

と

は

、

ろ
ん
将
来
の
新
入

包

員

妃

対

す

る

我

々

の

衰

任

で

あ

る

と

存

じ

ま

す
。

自
動
車
公
害
等
、
社
会
問
題
も
活
動
の
内
匠
と
り
入
れ

、

ら
妃
発
展
さ
せ
る
た
め
妃

扮
骨
砕
身

努

力

す

る

覚

悟
を
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
共
切
匠

諸
先
益
方
々
の
暖
か
い
御
支
援
並
び
た
叱
咤
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「

流

圭

」

念
す
べ
き
も
の
と
し
て

残
ら
ね
ば
た
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
陀
今
年

一
年
間
の
部
活
動
の
ま
と
め
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一

諸
先

聟
方
々
の
為
妬
は
も
ち
↓

回
る
こ
と
は
ま
ず
あ

り
得
な

い
と
思
わ
れ

立
す
が
、

日
の
自
動
車
が
得
ら
れ
た
と
考
え
る
と
き
、

我
が
部
の
担
史
の
重
さ
を
烹
慇
を
さ
る
t.

ニ：、

に
た
ら
ん
と
し
て
お
り
ま
す
。

我
が
・
ス
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．
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時

松
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用

．

車

中
津
留

古

本

至 自

昭
和
四
十
五
年
三
目

三
十
一
日

昭
和
四
十
五
年
四
月
八

日

牛

島

佐

藤

鵡

闊

中

野

．
．
 
十
霞
国
九
鑽
1

一
霞

遍

憂

鶉

告

新蒙

開馬

以

上

十

九

名
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四
月
四
日

市
来
町
出
発
、
三
号
線
を
上
り
熊
本
ま
で
。

＿
＿
一
月
三
十
一

日

九
工
大
出
発
、
十
号
線
で
別
府
ま
で
行
き
、

イ
ウ
エ
イ

を
通
つ

て
阿
蘇
ま
で
。

四
月

一
日

阿
蘇
出
発
、
高
千
穂
を
通
り
延

F
に
t
{
、
再
び
十
号
線
を

通

り

宮

崎

ま

で

。

ニ

―

八

』

四
月
二
日

宮
崎
出
発
、

日
南
海
岸
を
経
て
都
井
岬
、

号
線
を
一
ヘ
ー
り
鹿
児
島
ま
で
。

四
月
＝
＝
日

鹿
児
島
出
発
、
ニ

―
＿
六
号
線
を
下
り
、

二
七

0
号
線
を
上
り
市
来
町
ま
で
。

日

程

一
七

0
に

枕
崎
を
経

二
0
四

Km

そ
の
後
二
二

0

二
九
三
血

ニ
四
九
』

指
箱
、

や

ま

な

み

ハ

四
月
五
日

熊
本
出
発
、
植
木
町
か
ら
二

0
八
号
椋
を
経
て
佐
賀
を
通

り
、
二

0
七
号
線
に
入
っ
て
、

諌
早
、
島
原
を
経
て
、

冥

仙
ま

で
e

二
四

0
趾

四
凡
六
日

雲
仙
出
発
、

五
七
号
線
か
ら
諫
早
、
ま
で
出
て
、

忙
入
り
長
崎
ま
で
。

四
月
七
日

長
燦
出
発
、
二

0
六
号
線
か
ら
西
海
様
を
通
り
佐
世
保
市

か
ら
二

0
四
、
二

0
二
号
線
を
経
て
店
津
ま
で
。

四
月
八

日

唐
津
出
発
、

二

0
二
号
線
で
福
岡
市
を
経
て
、
二

0
一
号

紀
に
入
り
、
飯
塚
か
ら

二

0
0号
線
を
経
て
、
戸
灼
九
エ

大

ま

で

。

一

万

0
い

全
走
行
距
雄

ニ
ー
五
知

一
八

0
五

Km

＿
―
-
四
岩
線

七

0
』
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三
月
三
十
一
日

三
十
日
の
夜
、
大
庭
君
と
一
緒
に
小
倉
の
友
人
宅
に
宿
泊
0

暮
化
催
し
た
ス

キ
ャ
キ
・
バ
ー
テ
イ

の
残
り
の
ピ
ー
ル
を
飲
ん
で
寝
た
ら
、
寝
過
し
て
、
集
合

に
十
分
遅
れ
、
叱
ら
れ
る
と
い
う
始
末
。
お
ま
け
に
、
点
検
中
、
ベ
レ

ル
の
ウ

イ
ン
カ
ー
が
イ
カ
只
ラ
ン
プ
を
只
い
に
行
く
。
何
と
も
締
ま
ら
な
い
。
正
門

前
に
整
列
し
て
記
念
撮
影
を
や
り
、
そ
れ
か
ら
や
っ
と
出
発
q
二
萩
野
か
ら
“
+

に
出
る
。
ド
ラ
イ
プ
イ
ン
富
士
で

一
回

H
の
D
e
°
別
府
ま
で
は
単
調
な
コ
ー

ス
で
何
度
も
通
っ
た
事
が
あ
る
の
で
見
慣
れ
た
所
ば
か
り
。
天
気
も
最
高
°
左

前
方
に
別
府
湾
を
望
む
。
右
前
方
氾
山
並
が
鐙
ん
で
見
¢
(
l
o

と
紀
か
く
春
を

思
う
。
市
内
¢
入
っ
た
の
は
も
う
昼
だ
っ
た
。
ド
ラ
イ
プ
イ
ン
で
昼
食
。
高
い

が
、
味
は
ま
あ
ま
あ
。
そ
の
時
T
V
で
「
日
航
機
・

采
取
り
事
件
」
の
大
ニ

ュ

ー
ス
を
耳
に
す
る
。
（
そ
の
後
、
ど
こ
で
も
こ
の
二
d

ー
ス
で
持
ち
き
り
だ
っ

た
と
思
う
。
）
近
く
の
G
S
で
給
油
し
て

「
山
並
」
に
入
る
。

こ
こ
か
ら
、
運

転
だ
。
カ
ー
プ

が
多
い
。

誰
か
が

「
ス
ケ
ス
ケ
・ル
ッ
ク
の
女
が
お
る
！
」
と
絶

叫
。

一
斉
に
外
に
目
。
し
か
し
、
し
か
し
、
我

ooせ
ず
で
あ
る
。
（
ド
ラ
．．
 
「バ

ー
だ
も
の
。
し
か
し
、
チ
ラ
ッ
と
横
目
で
見
た
の
ぱ
罪
力
の
か
）
前
を
走
る
追

中
も
、
デ
＞
ー
と
し
て
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
。
「
お
い
、
見
た
か
」

と
い
う
顔

ま
だ
、
さ
だ
カ
ー
プ
は
祝
く
。

こ
の
べ
＞

ル
は
カ
ー
ブ

を
回
る

と
定
つ
て

「
キ

ュ
ー
、
キ
ュ
ー
」
と
空
恐
し
い
悲
嗚
。
そ
れ
に
前
輪
は
丸
坊
主
。
と
て
も
使
え

た
物
じ
ゃ
な
い
の
に
°
恐
い
恐
唸
や
っ
と
料
金
所
に
着
く
。

こ
こ
で
一
休
み
。

向
う
の
草
群
で
立
ち
？
を
や
つ
て
＾
る
の
は
。
こ
と
で
も
佐
藤
さ
ん
た
よ
る
記

要

逹

を

0

ぃ
．
巨

井

．↑
 
．
 

-
・
‘
ギ
ー
'
(
O

乞
葺
芝

ー
（

土
土
t
v

つ
て
）
一
を
一
r
9

竺
・
―-
•
M
Hio
u

矢
を
二
人
玉
一
3
0
男
が
さ
す
ら
っ
て
い
る
0

念

g
o
-
-」
-6
ら
大
一
を
＇

ニヽ
9

そ

避
ヴ
ら
れ
た
｛
や
J
「
早
ヽ
ブ
ン
ー
キ

． l
0
円
モ
―
―
遅
さ
つ
匁
—
]
つ
て
た

方
の
男
の
尻
を
フ
エ
ン
ダ

ー
が
与
ン
て
止
き

0
。
こ

9
ら
を
＂
ど
・｀
l
Sq
•
ら
さ
鼻
、
n

降
，
9
て
甜
ま
る
。
も
う
一
人
の
男
が
「
気
を
『
4

f
＾
き
4

．0

．
も
う
ク
ー
）
、
ス
）
一

ー
ド
が
出
て
い
た
ら
。
気
を
付
け
な
さ
い
よ
。

」
ご
め
ん
4

一さ

r.ー-==<・ウ
9

こ
に
か
く
大
事
に
至
ら
ず
良
か
っ
た
。
そ
の
後
す
ぐ
D
C
。
中
労
さ
ん
が
運
転

1^

長
者
原
と
い
う
所
を
少
し
過
ぎ
て
、
又
叉
事
故
。
つ
い
た
例
の
々
2`
ャ
が
．
ハ
ー

ス
ト
。
停
卓
し
て
後
続
の
ク
ラ
ウ
ン
に
合
図
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
気
付
．
か
ず

通
り
過
ぎ
る
。
と
に
か
く
交
換
。
こ
の
時
、
指
に
負
傷
。
惑
い
虫
は
税
く
も
の

だ
。
さ
て
、
い
く
ら
行
っ
て
も
一
行
の
車
が
見
え
な
い
。
け
し
か
ら
ん
で
は
な

一

い
か
。
一
―ー
キ
ロ

程
先
で
宅
つ
て
い
た
。
合
流
し
て
町

へ
入
る
。
こ
こ
は
も
う
河

ー

硲
J
C
っ
た
。
ま
ず
草
千
里

へ
向
う
0

ひ
ど
い
逢
り
坂
で
、
お
ま
け
た

カ

ー
プ
と
1

き
て
る
。

．^

プ
リ
カ
の
大
哲
闘
振
り
を
見
せ
た
い
。
し
ば
ら
く
登
る
と
、
す
な
l

ら
し
い
眺
望
°
と
に
か
く
、
i
凸
い
所
か
ら
祗
い
所
を
兄
る
の
は
い
い
気
持
だ
し

観
光
バ
ス
も
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
0

京
都
の
女
子
高
の
悠
学
旅
行
ら
し
い
。

し
か
し
、
ま
あ
、
た
ん

と、

草
千
里
注
女
ば
か
り
c
誰
か
さ
ん
が
、
丘
の
上

c

を
期
待
し
て
駆
け
登
ろ
。
他
の
追
中
を
で
。
（
不
道
徳
こ
の
上
な
い
。
追
憾
。
）

し
ば
ら
（
休
息
、

ホ
ッ

と
す
る
。
さ
て
y

H
へ
向
う
ぺ
（
山
を
降
り
る
事
に
た

っ
た
は
い
5

が
、

こ
の
ベ
レ
ル
、
バ
ス
を
追
越
し
た
ら
、
急
に
エ
ン
ジ
ン

ト
ラ

プ
ル
。

I
ク
セ
ル
が
用
を
な
さ
な
い
0

チ
ョ

ー
ク
で
何
と
か
代
用
。
中
野
さ
ん

日
く
「
手
効
ア
ク
セ
ル
だ
。
苦
笑
）
」
あ
あ
、
情
な
い
。
原
因
は
加
返
ポ
ン
プ

り
し
い
。
結
局
キ
ャ
プ
を
買
つ
て
来
て
交
換
0

こ
れ
も
古
物
で
い
つ
さ
で
持
つ

か
問
淫
。
途
中
、
同
じ
y
H
に
向
う
女
子
大
生

一
行
と
出
会
う
0

荷
物
を
積
ん

で
や
る
者
も
出
る
。
山
小
屋
風
の
y
H
は
気
た
い
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
変
た
事



も
あ
る
も
の
だ
。
女
風
呂
が
あ
い
た
と
の
由
、
男
女
両
方
と
も
我
々
に
提
供
さ

る
0

女
性
用
を
借
用
の
は
め
に
な
る
。
（
別
に
変
っ
た
所
で
は
な
か
っ
た
の
だ

が
）
出
よ
う
と
思
い
き
や
、
戸
の
裏
よ
り
、
正
し
く
女
性
の
声
。
／
「
誰
か
入
っ

て
さ
す
か
」
「
は
S

つ
て
ま
す
よ
」
と
答
え
ざ
る
を
得
ず
。
「
そ
こ
は
女
風
呂
で

は
」
「
そ
う
で
す
よ
」
こ
う
返
事
を
す
る
も
我
な
が
ら
非
常
匠
不
可
解
。

こ
9

の

声
の
主
、
後
か
ら
遅
れ
て
着

い
た

と
か
。
尚
、
先
の
連
中
は
名
占
堅
の
学
生
と
か

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
判
明
C

と
て
も
面
白
い
人
達
で
し
だ
。
こ
の
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
は
n
タ
ツ
の

中
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
あ
あ
、
阿
蘇
の
夜
つ
て
寒
い
だ
ろ
う
な
ぁ
。
早
く
寝
る
。

ヨ
ン
の
横
に
駐
卓
゜

四
月

一
日

六
時
半
起
床
。
ま
す
、

コ
ン
ク
ク
ト
レ
ン
ズ
を
入
れ
る
。
（
こ
れ
が
割
と
め

ん
ど
う
で
）
例
の
女
の
子
等
と
朝
の
挨
拶
。
空
気
が
う
ま
い
。
大
変
、
シ
ー
ツ

が
足
り
な
く
て
鳥
餌
さ
ん
、

大

9
．わ
て
。
誰
れ
0

や
つ
ば
り
中
島
君
が
出
し
忘

、

れ
て
た
。
こ
の
後
で
や
つ
と
飯
に
あ
り
つ
く
。
自
分
は
、
い
た
っ
て
少
食
の
故

．

か
満
腹
の
感
。
皆
さ
ん
の
不
消
↑
い
な
顔
が
面
白
い
。

全
負
、
記
念
撮
影
だ
。
y

H
の
方
々
、
お
達
者
で
。
今
日
は
セ
ド

リ
ッ
ク
に
乗
れ
る
。

し
か
し
、
G
S
調

査
は
い
や
だ
。
高
森
公
園
て
所
が
ま
た
ひ
ど
い

道
。
猛
烈
。
砂
利
逆
、
山
路
、

極
悪
路
と
き
た
。
九
十
九
曲
な
ん
て
も
の
も
あ
る
。
も
う
数
え
始
め
る
人
も
い

ま
す
。
要
す
る
に
暇
人
と
い
お
う
か
。
中
腹
に
至
る
と
、
向
う
に
甜
む
は
阿
蘇

連
山
。
少
々
紫
が
か

っ
た
水
彩
画
。
い
い
た
あ
。
下
界
の
禁
色
も
憎
い
で
す
。

も
う
峠
の
頂
上
。
あ
ら
ら
、
チ
ー
フ
と
し
た
事
、
シ
フ
ト
ミ

ス
。

（
そ
こ
は
パ

ッ
ク
ギ
ャ
で
す
よ
）
｀
向
こ
う
か
ら
宮
崎
交
通
の
パ
ス
。
も
う
宮
崎
忙
入
り
込
ん

だ
の
か
。
山
中
を
走
り
ま
く
っ
た
ら
高
千
穂
だ
。

一
応
、
G
S
で
結
油
。
時
間

が
あ
る
か
ら
高
千
穂
峡
見
物
も
可
。
こ
こ
も
修
学
旅
行
。
壮
大
な
背
景
を
入
れ

て
、
ス
ナ
ッ

フ
。
こ
こ
の
昼
飯
は
高
く
つ
く
の
で
町
へ
出
る
。
バ
ス

ス
テ
ー
ツ

突

然

、

変

な

お

つ

さ

ん

が

、場
所
を
横
取
り
。

’
 ム

カ

ム
カ
し
て
昼
飯
を
食
ぺ
る
。
ま
だ
「
乗
取
り
」
の
ニ
ュ

ー
を

満

複

し

た

所
で
セ
ド
リ
ッ
ク
の
オ
イ

ル
洩
れ
を
発
見
。

一
応
、
先
の
G
S
で
調
べ
る
。
何

，

と
、
オ
イ
ル

ク
リ
ー
ナ
ー
に
二
枚
も
．
ハ
ッ
キ
ン
が
入
れ
て
あ
る
。

一
同
、
赤
面
。

出
発
前
日
、
、
エ
＞
メ
ン
ト
を
交
換
し
た
の
は
確
か
彼
だ
っ
た
が
？
。

こ
こ
で
．ハ
プ
リ
カ
に
移
る
。
大
変
調
子
が
い
い
。
後
続
衷
が
若
干
遅
れ
気
味
。

右
手
に
大
き
な
川
が
見
え
て
来
た
。
こ
の
辺
は
非
常
に
の
ど
か
だ
。
道
も
単
調

で
わ
り
と
楽
。
川
越
さ
ん
が
後
の
ベ
レ
ル
と
下
ら
、
な
い
事
で
交
信
。
唄
も
歌
う
。

も
う
R
十
に
出
る
。
も
う
す
ぐ
延
岡
。
市
内
は
自
転
車
が
多
い
。
「
わ
あ
！
す

げ
え
’
・
カ
ワ
イ
イ
ー
．」
若
干
下
品
と
思
わ
れ
る
声
を
洩
ら
さ
ず
に
お
れ
な
い

．

子
が
サ
イ
ク
ル
に
乗
っ

て
迫
つ
て
来
る
。
こ
こ
は
ス
テ
キ
な
所
で
す
ね
‘
ーキ
ャ

プ
テ
ン
。
（
余
計
な
事
だ
が
、

キ
ャ
プ
テ
ン

は
宮
崎
の
出
で
あ
る
。
）
こ
こ
で

又、

ーセ
ド
に
戻
さ
れ
る
。
何
だ
か
ク
ラ
イ
回
し
。

こ
の
先
宮
崎
市
ま
で
、大
変
道

一

路
が
い
い
。
市
内
に
入
る
と
、
ま
ず
市
庁
舎
前
広
場
に
集
合
。
一
息
し
て
、
予
1
2

定
の
y
H
を
探
す
。
何
度
も
道
を
違
え
て
、

別
館

と
や
ら
に
落
ち
着
く
。

こ
こ

』

で
も
阿
蘇
の
女
と
一
緒
に
な
る
。
八
時
半
ま
で
は
自
由
時
間
°
何
だ
か
修
学
旅

行
み
た
い
だ
。
大
庭
、
長
述
の
両
君
等
と
夜
の
巷
を
散
歩
。
今
夜
は
ネ
オ
ン
の

尤
も
格
別
。

お
茶
を
飲
み
、
貸
物
を
し
て
戻
る
と
ジ
ャ
ス
ト
八
時
半
。
星
君
等

遅
れ
て
明
日
は
運
転
禁
止

と
い
う
キ
ッ
イ
沙
汰
。
し
か
し
で
す
よ
、
彼
、
我
々

．
の
為
に
土
産
ま
で
持
参
。
そ
れ
に
し
て
は
若
干
可
愛
想
。
例
に
よ
つ
て
、
部
屋

で
、
例
の
人
達
と
ト
ラ
ン

プ
遊
び
°
楽
し
い
で
ナ
。

四
月
二
日

・

雨
で
す
。
車
体
に
書
い
た
文
字
が
流
れ
て
し
ま
っ
た
0

カ
ッ
コ
悪
い
が
仕
方

よ
な

い
。
y
H
の

二
暖
か
ら
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
の
声
。
ま
ず
、

R

一三
0
を
日
南
へ

と
疋
る
。
市
内
を
出
て
、

セ
ド
よ
り
ク
ラ
に
移
る
。
左
手
に
写
真
で
よ
く
見
る

あ
の
海
岸
線
c
小
雨
の
日
南
海
岸
も
重
々
し
い
何
か
し

2
深
い
趣
が
も
令
及
公
心
ひ

ーt'

....:・ 
•——一’ - 1 
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｀
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あ
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仝
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二、全

き
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て
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｀

合

こ

こ

r
;ー＿＿＿
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切
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さ
h
'

『
も
う
デ
ご
U

竺

苫

発

《

V

-

g
2
-え．
を一＝
・ら

二
し
た
こ
か
い
た

n
-
7
2ー
＝
ご
aヽ

―ご
こ
q
藝
1

5

a-=l
-0
ら
一
宮
こ

0
9『
そ
＇―
わ
れ
上
ー
最
一nhT
五
る
で
あ
ろ
う
が
0

仕
方
な
く
す

だ

。

o
s
―↑
9

一
寄
つ
て
姶
注
、

一ュ
さ
こ
乏
呈
。
そ
＞
i
で
、
に

こ
い
こ
｀
―
ー
フ
タ

ぐ
旦
名

一r
-
a
に

一―
―
•
愛
二

ら

q•
•

二
人
。
ンt
ら
、
手
を
振
ろ
う。

や
あ
、
ーー
ソ
イ
イ
落

書
の
仕
上
。
空
は
実
に
青S
o
室
n
そ
竺

＇`

に
臣
．
一
U

L
a
-――
．
二n
-三
に
n
-—'

―-
9

-—k
つ
を

一
攀
、
気
分
爽
沃
°
折
れ
て串
間
市
。
入
江
が
あ
る
。
早
い
ぺ
り
と
睛
れ
る
と
か
。
さ
ず

は
指
宿
に
。
こ
の
辺
に
道
迄
益
に
フ
ニ
ー
ー
ノ
ク
1^
4
.

ー
ス―-

=-
i
H
H
-
‘
ら
か
ら
串
艮
町
に
抜
け
、
鹿
屋
市
に
入
る
。
き
れ
い
な
橋
が
見
え
ソ
テ
ツ
を
植
え
て
い
る
。
い
か
に
も
南
国
。
そ
れ

に
健
康
的
た

一4
』
」
が
多
い
の

る
項
弓
•
も
止
む。

ラ
ジ
オ
は
ど
こ
も
高
校
野
球
で
、
音
楽
番
組
は
な
い
。
垂
水
も
気
侯
の
せ
い
か
。
と
に
か
く
暖
か
く
て
、
汗
がに
じ
む
。
指
宿
市
も
、
も
う

を
っ
p
～
ぎ
る
と
、
桜
島
入
口
。
こ
こ
で
又
、
ミ
ス
コ
ー
ス
。
と
に
か
く
R

ニ
ニ
0

目
前
。
後
続
の
タ
ク
ツ
ー
は
新
婚
ら
し
い
。
「
お
ー
、
後
を
見
て
み

い」

「
あ

を
鹿
児
島
へ
向
う
。
左
手
は
海
。
そ
の
向
う
上
方
に
霧
に
咽
ぶ
桜
島
が
0

徴
か
つ
！
」
の
声
。
こ
ち
ら
の
視
線
を
感
知
し
て
か
、
花
嫁
が
照
れ
る
。

｀
（
娑
馬
さ

た
噴
煙
も
雲
の
様
。
市
電
が
走
つ
て
い
る
以
外
は
、
何
と
な
く
宮
崎
市
の
感

じ

。

ん

の

イ
ジ
ワ
ル
ー
．
）

快
調
に
走
っ
て
、
山
川
港
。
港
の
入
江
に
変
な
竃
柱
の
よ

旅
館
を
探
さ
な
け
り
や
。
突
然
、

セ
ド
を
見
失
う
。
お
か
げ
で
立
往
生
．
．
 
ハ
プ
う
な
岩
が
立
つ
て
い
る
。
す
ぐ
ス
ケ
ッ
チ
。
烏
飼
氏
の
説
に
よ
る
と
「
シ
ン
ボ
3

リ
カ
組
の
迎
え
で
や
っ
と
旅
館
に
到
着
の
有
様
3

今
日
は
本
当
に
‘
‘
、
ス
が
多
か
ル
岩
し
違
う
か
」

（
全
員
興
ざ
め
）
き
れ
い
な
菜
の
花
、
こ
友
の
穂
の
上
紀
ス

ラ
一

っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
話
は
変
る
が
、
こ
の
旅
館
、
風
呂
が
隣
り
の
銭
湯
と
通
じ
．

．
 ッ
ト
し
た
開
喝
岳
を
見
る
。
非
常
に
す
ば
ら
し
い
。
別
名
、
薩
摩
宮
士
の
名
が

て
い
る
。
多
角
経
営
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
共
有
と
は
な
か
な
か
の
ア
イ
デ
ア
。
あ
る
。
道
路
事
情
も
良
く
、
ド
ラ
イ
プ
コ
ー
ス
に
は
最
適
か
と
思
わ
れ
る
。
枕

す
ぐ
隣
の
部
屋
に
ま
た
ま
た
女
二
人
。
ど
う
い
う
訳
か
緑
が
あ
る
。
二
人

は

共

崎

か

ら

R

二

七

0
を
加
世
田
に
向
う
。
途
中
昼
食
。
も
う
市
来
も
近
い
。
今
日

に
福
商
市
。

一
人
は
S
大
生
。
他
は
K
大
医
学
部
と
か
。
こ
の
K
大
生
は
ち
ょ
は
こ
こ
の
国
民
宿
舎
に
泊
る

予
定
だ
。
セ

ド
の
プ
レ
ー
キ
が
故
薩
。
ド
ラ
ム
が

っ
と
可
愛
子
で
す
。
外
出
よ
り
早
目
に
戻
っ
た
我
等
四
人
。
即
ち
、
大
庭
、
長
は
ず
れ
な
い
の
で
手
が
付
け
ら
れ
な
い
。
そ
の
上
、
べ
＞
ル
と
．ハ
プ
リ
カ
は
素

尾
の
両
君
に
佐
藤
さ
ん
と
共
に
彼
女
ら
を
招
待
°
遊
ん
で
た
所
に
連
中
が
戻
る
。
通
り
。
と
に
か
く
困
つ
た
。
か
な
り
時
蘭
の
ロ
ス
。
連
中
が
引
返
し
て
来
る
と

そ
こ
で
、
K
大
の
姐
ち
ゃ
ん
と
私
、
井
上
君
に
加
え
て
、
時
松
君
、
牛
島
、
中
野
鞍

o
s
紀
運
ぷ
。
守

つ
て
い
る
事
は
な

s
か
ら
と
の
由
、
パ
プ
と
セ
ド
を
残
し
、

q9,

馬
の
三
氏
ら
を
メ
ン
バ
ー
に
七
並
べ
を
や
る
し
勝

て

ば

重

ね

た

手

を

叩

け

る

と

一

行

は

先

に
出
発
。
市
来
町
匹
入
っ
て
か
ら
、
目
前
の
国
民
宿
舎
を
小
学
生
に

い
う
わ
け
。
彼
女
の
手
に
触
れ
た
時
の
鞍
馬
さ
ん
、
中
野
さ
ん
の
顔
の
破
廉
恥
尋
ね
る
。
（
赤
面
）
こ
こ
は
、
松
林
と
入
江
が
何
と
も
い
え
な
い
ほ
ど
い
い
。

な
事
。
叩
か
れ
つ
放
し
の
彼
女
、
今
夜
は
手
の
痛
み
も
ひ
と
し
お
、
と
に
か
く
我
々
の
部
屋
は
宴
会
場
の
大
広
間
で
、
ス
テ
ー
・
ジ
、
照
板
、
マ
イ
ク
、
プ
レ
ー

眠
れ
な
い
だ
ろ
う
。
比

ぺ
て
、
叩
き
つ
放
し
の
罪
深
き
男
は
。
あ
あ

、

今
夜
も
ャ

I
付
。
少
々
古
い
が
、
ビ
ン
キ
ラ
の
「
恋
の
季
節

」
て
の
も
あ
る
。

•ア
ラ
ス



に
出
て
、
夕
映
え
の
景
色
を
．
ハ
ッ
ク
の
二
念
浅
影
。
白
黒
フ
イ
ル
ム
と
は
も
っ

た
い
な
い
0

カ
メ
ラ
は
山
地
君
。
自
分
に
面
の
如
く
大
庭
君
の
隣
に
並
ぶ
。

（
加
に
屎
い
意
味
は
な
い
）
そ

0
内
、
残
臼
源
が
帰
還
食
卒
の
後
、
一
見
ア

ル
パ
イ
ト
風
の
ち
ょ
つ
び
り
可
愛
い
い
子
が
布
団
を
敷
に
来
る
《
》
そ
の
時
、
牛

島
先
生
の
、
力
学
的
解
説
入
り
、
ド
ラ
イ
プ
テ
ク
ー
ー
ツ
ク

C
Aす
る

B
4
5袷

ま
る
。
大
交
、
勉
強
に
な
る
。
は
た
ま
た
、
古
本
氏
0
ダ
ン
ス
ジ
ョ
ー
。
（
ど

こ
で
覚
え
た
か
、
余
り
感
じ
の
い
い
も
の
で
は
な
い
。
若
千
ぽ
痛
を
も
よ
、
ょ
’
)

今
夜
は
尋
ね
る
人
も
な
く
、
久
々
に
静
か
だ
。

口
月
四
日

早
朝
、
山

H
、
新
開
の
固
氏
気
清
。
お
か
げ
様
で
、
人
．L
増
ァ
よ
る

z
0が

多
少
あ
り
。
さ
わ
や
か
な
気
分
で
、
パ
ブ
を
走
ら
す
。
一
ま
ず
串
木
野
た
出
て

R
三
を
進
汀
0

川
内
ヒ
≫
か
ら
阿
玖
根
、
そ
し
て
か
の
有
名
な
＊
俣
市
0

Jij ¥it,に

海
岸
を
。
そ
ん
た
時
、
べ
＞
ル
に
移
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
ア
イ
ス
ク
｀
1
1
ム
を

か
じ
り
つ
つ
走
る
。
松
崎
町
か
ら
宇
土
市
に
入
る
頃
に
は
、
生
も
少
々
嚢
り
気

味
。
こ
こ
で
R
五

c
へ
入
り
、
有
明
海
を
右
手
に
、
そ
し
て
は
る
か
な
る
遠
浅

の
海
を
し
か
と
見
と
ど
け
る
。
云
迅
君
1
:
D
C
0

且
ゞ
仄
、
突
吠
、
右
吋
編
が
が

バ
ー
ス
ト
0

ゴ
ム
が
な
く
な
つ
て
、
布
が
出
て
い
る
程
甫
傷
。
ャ
パ
イ
i
一
で
し
」

っ
た
。
相
当
に
卓
が
多
い
0

物
珍
ら
し
気
に
首
を
出
し
て
は
通
り
，過
ぎ
て
行
く

こ
と
し
き
り
。
三
角
町
必
入
っ
て
、
ド
ラ
イ
プ
イ
ン
で
圧
食
。
コ
ー
ラ
を
漬
ム

ん
で
出
発
。
右
斜
め
前
方
妬
見
え
る
ば
天
草
五
喬
の

一
っ
か
？
J
品
議
の
上

一
号
僑
と
刊
げ
。
石
金
所
の
前
で
J
ク
ー
ン
。
こ
れ
も
経
貴
竺
初
の
為
と
か
。

（
一
同
、
非
常
に
不
潰
。
↑
右
干
あ

．`
き
令
）
宇
土
ま
で
戻
る
。
こ
こ
で
も
又
‘

パ
プ
組
が
、
ミ
ス

n
ー
ス
O
R
=
=
-

’知
本
市
ま
で
直
進
。
い
よ
C

よ
空
悽
様
が
怪

し
く
な
る
。
雨
は
斗
ら
ぬ
よ
う
ゼ
。
そ
つ
内
、
市
内
突
入
、
y
d
は
沢
の
近
く
。

若
干
早
く
到
着
し
過
ぎ
た
。
と
も
か
く
程
な
の
で
一
氏
呂
に
入
る
。
そ
こ
に
変
な

外
人
が
入
り
込
む
。
言
っ
た
こ
と
JF
が
「
ド
ウ
モ
、
ア
リ
ガ
ト
ゥ
」
。
と
に
か

く
変
だ
。
ま
た
で
す
。
隣
の
面
点
は
例
に
よ
つ
て
女
の
子
。
そ
れ
も
、
か
な
り

の
数
ち
し
5
。
そ
の
が
は
佼
に
し
て
、
夜
の
瓶
本
で
も
見
ウ
と
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と

訣
り
中
1

す
。
呵
の
外
人
と
出
会
・
,
〇
別
[
止
当
て
も
た
い
の
で
、
能
本
城
へ
と
散

歩
。

E
咲
の
下
-
4

花
見
の
位
か
な
り
屈
い
で
ル
ご
4
9
0

お
さ
け
に
ア
ペ
ッ
ク
が

多
い
。
面
白
く
な
い
。
す
ぐ
灼
還
。
例
に
よ
っ
て
、
澁
室
陀
声
を
か
ヴ
る
。
ま

た
ま
た
、
ト
ラ
ン
プ
会
。
今
庶
は
大
阪
C
子
二
人
。
先
輩
の
部
届
も
別
口
ら
し

い
。
「
恋
占
い
を
や
つ
て
あ
げ
る
一
と
い
う
か
ら
、
や
ら
J
i
る
。
（
ほ
面
節
約

3
為
、
以
下
割
父
。
各
有
、
自
由
に
包
像
さ
れ
た
し
。
）

ふ
月
五
日

睛
天
。
我
々

2
早
の
前
に
ク
ラ
ウ
ン
の
＾
ー
ド
ト
ッ
プ
を
投
g
て
あ
る
。
若

干
の
見
劣
り
。
＇
A

シ
こ
る
で
日
日
日
の
朗
の
9

5

か
、
一
ー
応
の
車
は
少
f̂

S
o
o
一

S
は
ど
こ
も
閉
つ
て
S

る
C

R

二
（
）
『
八
に
入
っ
た
。
[
ti
原
坂
ま
で
来
る
と
、
手
4
.

頃
な
O
S
が
開
＾
て
い
た
。
各
直
、
サ
ス
を
補
拾
。
こ
れ
で
安
心
し
て
走
れ
る
一

と
い
う
も
の
。
―
-
1

名
市
、
荒
渇
、
十
、
牟
田
と
f
t
；
っ
い
に
切
川
C

有
名
な
川

も
余
り
の
だ
た
ぬ
0

大
川
市
に
入
っ
て
直
索
、
ー
方
か
ら
来
た
バ
ス
を
避
け
そ

こ
ね
て
、
憤
の
コ
柱
に
妾
立
と
い
り
べ
靱
°
失
敗
。
即
一
同
、
す
み
t
せ
ん
。

保
く
反
＾
J
°
佐
面
市
に
人
り
、
こ
こ
よ
り
R
―1
0
七
。
咋
日
と
は
造
を
函
て
て

向
＾
低
の
有

T
町
か
ら
廃

3
市
と
進
む
3`

)

J
つ
辺
さ
で
来
る
と
少
々
閃
か
な
点

1
L
が
目
に
入
る
0

諫
早
市
で
、
ミ
ス
コ
ー
ス
。
若
干
‘
‘
、
ス
が
多
過
ぎ
る
。
（
ナ
ビ

が
だ
ら
し
が
な
＾
の
だ
。
）
予
定
と
は
違
つ
て
9

ニ
ュ
七
を
愛
野
町
へ
向
い
出
し

た
。
そ
の
時
、
ラ
リ
ー
の
汽
技
車
•
C
P
八
も
あ
る
。
今
日
t
色
好
？
フ
リ
ー

日
穂
愛
野
町
朕
望
台
か
ら
の
漿
巴
は
抜
群
。
殴
下
の
屯
が
小
さ
く
見
え
さ
す
．
》

ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
灯
た
我
々
部
は
は
r
3

ワ
人
の
モ
目
の
的
？
°
品
念
滋
彩
が
済
ん

だ
ら
、
登
り
下
り
の
多
い
追
を
小
沢
町
へ
。
こ
A

)

は
有
名
な
温
泉
地
で
海
上
に
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プ
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ま
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ミ
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そ
く
事
ピ
ニ
う
号
、
～
t
っ
き
弓

―
U
、
残
り
与
―
n

1

へ
h

君

0

事

;

x

`

r
I
.. ,
 
I

J
,
i
.
r
.
ー
ら
に
＝
―
-
ク
つ
く
l

一
ーを

そ

、
よ
っ
＞
ニ
ニ
で
会

つ

4
.-
r
A
さ
↑
4
-g
こ
‘
:
'
ー
ー
声
を

4
打
を
＿
、

「
ヽ
こ
ニ
ー
・

＿

2喜
。

玄

雰

に

3
0へ乞ー＿＿＿―
-
色
―
2
=
-
=
―
こ
全
一
歪
、
ゾ
ツ
と
す
る
。

fm．涵
コ
ゴ
国
諧
。

山

き
ご
る
一
J
.t．
二

す

き

で

ま

゜

え

u

[

l

-

i
浬
喪
ら
し
い
°
男
女
湯
の
区
切
の

壁
ぢ
4

で

き

っ

さ

ら

っ

た

。

例
に
よ
っ
て
好
き
た

0
0さ
ん
が
罪
い
て

見
る
《
―
{

r

一
る
こ
う
文
-
L
音
器
が
直
い
て
あ
っ
た
と
か
。
（
残
念
で
す
）
食
市
は
大

食
竺
。
と
て
も
広
唸
女
子
大
生
も
か
な
り
。
賑
や
か
な
夕
食
で
し
た
。
蔀
屋

で
ミ
ー
テ

ー
ン
グ
。
翌
朝
、
ペ

プ
を
長
崎
ま
で
牽
引
す
る
こ
と
、
及
び
別
勅
隊

は
市
内
見
物
と
決
定
。
そ
の
時
、
眠
つ
て
い
た
大
庭
君
が
ペ
ッ
ト
か
ら
落
F
o

（
大
笑
）
今
夜
は
客
人
は
呼
ば
ず
、
安
ら
か
に
寝
る
。

四
月
六
日

セ
ド
を
押
し
か
け
。
快
渦
、

一
発
で
0
k
o
．
ハ
プ
は
牛
島
、
山
本
の
両
大
の

運
転
で
坂
を
下
る
。
そ
の
速
い
事
°
料
金
所
前

で
セ
ド
陀
妾
税
。

諫
早
市
を
探

し
回
つ
て
、

プ

＞
ー
キ
ホ
ー
ス
を
入
手
。
途
中
、

ベ
レ
と
ク
ラ
祖
と
合
涜
し
て

長
崎
．
ハ
イ
パ
ス
ま
で
来
る
。
入
口
で
若
S

汰
廻
り
さ
ん
江
止
め
ら
れ
、
「
章
引

す
る
場
合
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
で
す
か
。
」
「
あ
っ
、
あ
の
う
、
白
い
布

を
下
げ

ま
す
。
」
と
い
っ
た
調
子
な
の
で
あ
る
。
と
ヱ
か
く
白
い
の
を
付
け
た
。

窓
に
故
潅
時
用
の
赤
旗
を
出
し
た
ら
、

ほ
め
ら
れ
た
？
。
市
内
で
す
ぐ
．
ハ
ブ
を

工
湯
に
遥
ぶ
。
結
局
エ
ン
ジ

ン
を
潰
み
換
え
る
事
と
な
る
。
そ
こ
で
、
牛
喝
さ

ん
の
案
内
に
て
徒
歩
に
て
オ
ラ
ン
ダ
坂
y
H
紀
行
く
は
め
と
な
る
。
駅
前
で
皿

云

四
月
七
日

ヽ

ン
を
食
べ
全
舎
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方
―
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憂

五
一
―-g
=
-
[
]
呈
(
―
-=
-
-
^
4,-
F
フ
グ
も

一
1

咤

喜

一

―
-

1

つ
ブ
―
-
d
一
に
（
）
（
一｛

ヱ
与
ご
＾
が
，
｀
芦
。
こ
2

5
5

2
竺
き
ま
で
、
そ
（
ご
＿
＿
：
＇
；
さ
―
-
•
こ
ュ

よ
う
だ
。

ス
バ
ラ
ジ
ィ
。
（
な
か
げ
咲
で
、
ユ
国
1
•
、
L
1-
m
兵

さ
し
4
-n
)

そ

Xixiか

ら
、
我
々
図
々
し
く
も
牛
島
氏
の
自
宅
に
お
呼
―
-
)
-3
0
.
K
r乏
っ
竺
切
に
’
)

て
い
た
だ
く
。
そ

3
後
で
、
め
が
ね
裾
、

一
本
足
の
島
井
と
見
ヵ
。
も
が
ね
岳

は
水
が
引
い
て
い
て
、
め
が
ね
の
形
は
見
ら
れ
ず
。
平
和
公
点
た
r芸
つ
て
ゑ
匁

一

貨
科
な
ど
を
見
学
。
こ
こ
も
桜
が
漢
開
で
花
見
客
が
大
変
0

正
に
平
和
。

五
寺

少
し
過
ぎ
妬
y
E
に
戻
る
と
全
員
食
事
の
用
意
を
し
て

い
る
。
小
さ
な
所
で
唱
lS

満
員
だ
。
鷲

い
た
事
に
、
吋
蘇
、
．

宮
崎
の
y
H
で

一
緒
だ
っ
た
女
の
子
達
麿

一

会
。

な

つ
か
し
い
。
暇
つ
ぷ
し
に
買
物
に
出
た
が
、
時
間
も
少
な
い
の
で
早
め

に
戻
る
。
山
本
氏
が
何
や
ら
沢
山
買
っ

て
ま
し
た
。
話
し
は
変
つ
て
、
男
嵐
呂

の
ボ
イ
ラ
ー
の
故
障
で
今
夜
は
人
れ
な
い
。
我
々

の
部
屋
の
前
を
通
つ
て
突
・t1
-

当
り
が
浴
場
な
の
で
、
女
の
子
だ
け
が
通
る
。
お
ま
け
紀
、
何
や
ら
声
ま
で
渇

え
る
。
不
快
な
の
で
、
頻
で
も
見
て
や
ろ
う
と
、
ド
ア
を
開
い
た
ら
、
ド
ア
の

溶
か
ら
、

「
竺
祖
い
、
閉
め
て
え
」
と
変
な
声
。
親
切
な
小
生
と
し
て
は
他
氏

の
不
本
意
は
承
知
な
が
ら
閉
め
る
。
頻
を
赤
ら
め
て
軽
く
礼
を
す
る
そ
の
姿
、

意
地
ら
し
い
で
は
た

い
か
。
ね
え
0

濯
燈
を
消
し
て
、
今
日
の
無
事
を
杵
に
祈

こ
。
（
こ
れ
は
鞍
碍
氏
の
口
ぐ
せ
で
あ
る
）
港
の
明
り
が
目
に
し
み
る
e
あ
あ

眠
い
。
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久
し
振
り
の
雨
。

・ハ
プ
と
残
留
組
を
残
し
て
先
に
出
発。

R
二

0
六
だ
0

途

中
ベ
レ
ル
を
見
失
う
。
我
二
号
車
（
セ

ド
）
は
勝
手
に
走
つ
て
、
後
説
の
ク
ラ

の
連
中
に
攻
撃
さ
る
。
一

同
反
省
0

か
た
り
の
後
、
全
車
焦
事
合
流
。
ゃ
ゃ
、

西
海
橋
°
雨
で
視
界
が
悪
い

が
、
小
さ
な
祠
が
沢
山
見
れ
る
。
話
し
は
よ
く
変

る
が
、
最
近
、
通
行
科
が
只
に
な
っ
た
と
い
う
、

R
三
五
よ
り
佐
世
保
市
内
に

入
る
。
米
軍
放
送
が
よ
く
入
る
。
佐
々
町
か
ら
吉
井
町
と
R
二

0
四
を
行
く
。

ド
ラ
イ
プ
イ
ン
で
昼
食
。
ラ
ー
メ
ン
と
は
。
乎
戸
口
か
ら
松
浦
市
、
伊
万
里
と

黙
々
と
走
る
。
前
車
の
烏
飼
氏
「
安
全
運
転
で
、
ゆ
つ
く
り
行
く
」
と
か
洩
し

て
い
た
が
、
案
外
飛
ば
し
て
い
る
。
ゃ
っ
と
唐
津
に
落
く
。
本
日
の
日
程
は
少

々
短
い
。

虹
の
松
原
国
民
宿
舎
に
た
ど
り
つ
く
と
、
近
く
の
G
S
で
洗
車
0

絵

具
の
文
字
が
消
え
な
く
て
一

苦
労
。
宿
舎
に
戻
り
、
落
書
き
を
始
め
る
。
今
回

は
全
員
の
名
前
も
入
れ
る
。
浴
室
は
二
階
で
、
海
岸
の
砂
浜
が
よ
く
見
え
る
。

窓
か
ら
裸
で
X
氏
、
浜
を
歩
く
二
人
の
女
性
侭
声
を
か
け
る
°
振
り
向
い
て
び

つ
く
り
0

遠
回
り
し
て
帰
る
と
い
う
始
末
。
（
こ
の
X
氏
と
は
誰
な
の
か
？
）

長
尾
、
大
庭
、
久
保
君
ら
と
同
室
℃
な
る
°
皆
で
お
茶
を
飲
み
、
く
つ
ろ

い
で

い
る
時
、
パ
プ
が
到
着
。
調
子
は
上
々
で
、
エ
ン

ジ
ン
代
は

一
万
九
千
円
と
か
。

全
員
そ
ろ
つ
て
夕
食
。
こ
れ
で
一
安
心
。
だ
が
、
今
度
は
、
飯
が
不
足
。
も
う

早
い
者
勝
ち
。
生
存
競
争
を
ま
の
あ
た
り
に
見
る
の
感
。
敗
者
た
る
者
、

追
加

を
た
の
さ
ざ
る
を
得
ず
。
＞
｀
ヽ
ヽ
ゼ
ラ
プ
ル
。
そ
の
夜
、
大
先
輩
の
熊
本
さ
ん
が

土
産
を
持
つ
て
現
わ
れ
る
°
我
々
ー
同
、
大
い
妃
感
激
し
て
、
ビ
ー
ル
で
乾
杯

（
全
員
、
こ
の
日
だ
け
禁
酒
を
解
か
れ
た
の
で
す
）
楽
し
い
話
に
花
が
咲
く
。

時
松
君
、
大
い
に
飲
ん
で
有
望
視
さ
る
3

先
輩
を
囲
ん
で
の
記
念
撮
影
。
そ
し

て

一
同
玄
関
ま
で
見
送
る
。
今
回
の
日
程
も
終
盤
を
迎
え
、
反
省
会
を
や
る
。

色
々
な
意
見
、
不
潰
な
ど
税
出
し
て
白
熱
。
我
々
の
部
屋
IIC
誰
か
れ
と
な
く
集

つ
て
来
る
°
困
さ
り
ま
す
な
あ
0

前

略皆
様
お
変
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。
日
本
で
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

四
月
二
十
六
日
夕
方
無
事
ン
ス
コ
に
上
陸
し
ま
し
た
。
ッ
ス
コ
の
街
へ
＞
ン

ク
カ
ー
を
借
り
に
出
古
し
た
が
日
曜
日
の
夜
と
い
う
こ
と
で
出
払
つ
て
お
り
、

し
か
た
な
く
ホ
テ
ル
に
泊
り
ま
し
た
。
日
曜
日
の
昼
―
―
一
時
半
頃
ト
ラ
ッ
ク
を
借

四
月
八
日

四
十
四
年
卒

ア

メ

リ

カ

便

り

井

上

い
よ
い
よ
最
終
日
0

虹
の
松
原
を
抜
け
て
、
R
二

0
二
を
福
岡
市
に
直
行
。

防
〖
〗
のあ
る
当
り
が
有
名
で
、
ラ
メ
ー
ル
海
岸
と
言
う
と
か
。
市
内
に
入
り
、

西
公
園
近
く
の
モ
ー
ビ
ル
で
給
油
。
し
ば
し
休
息
し
て
、
東
中
洲
か
ら
千
代

町
に
回
っ
て

R
二
0

1
!
,
!
入
る
。
こ
れ
よ
り
飯
塚
へ
回
っ
て
北
九
州

へ
と
戻
る

予
定
。
八
木
山
峠
に
か
か
る
と
、
か
な
り
の
カ
ー
プ
。
景
色
も
ま
ず
ま
ず
。
桜

も
満
開
。
後
か
ら
白
．ハ
イ
が
ぴ
っ
た
り
。
い
や
だ
、

い
や
だ
。
峠
を
下
る
と
飯

塚
、
田
川
で
新
開
さ
ん
の
家
へ
立
寄
り
、
行
橋
か
ら
R
十
に
入
る
。
こ
の
辺
か

ら
も
う
工
大
も
目
前
と
い
う
惑
じ
°
空
は
少
々
嚢
り
気
味
。一＿
＿萩
野
へ
出
て
、

そ
の
ま
ま
で
小
倉
駅
前
へ
．
＾
＞
ー
ド
。
こ
れ
も
例
年
の
慣
習
と
言
う
こ
と
°
駅

か
ら
市
民
会
館
へ
出
て

一
同
、
無
事
帰
環
の
記
念
魚
影
を
す
ま
せ
、
エ
大
正
門

へ
到
疱
°
歓
迎
は
無
か
っ
た
が
、
九
州
一

周
を
成
功
さ
せ
た
喜
び
で
胸
が
一
杯
゜）
 16 一



9

茎
竺
―
-
5
w
—
ご
―

-
P

—
ン

9
-
:
I
を
任
9
,
o
oに
英
巨

一

」

拿

を

一

―

-
ょ
事
云
で
や
っ
た
り
し
て
目
的

0
章
を
示
す

に
二
・
-
L

――

7̀-’
っ

2--f
＿
さ
し
た
さ
メ
チ
ャ
ク
チ
マ

名こ
こ
[
;＿手

くら

で

あ

-

o

l

仁
吏
呑
’
二
C

．ら

O
｛

l
r
r
-
s
.
L
ノ．）

U

が
わ
か
3
ま
し
た
。

u
ス

に
な
仮

一
時
に

溢
さ
｀
ー
し
た
が
追
中
二
』
だ

r
（
本
『
）
道
に
生
い
さ
し
た
。

n

ス
に
と
て
も
呈
い
所
で
す
。
日
の
当
つ
て
い
る
所
で
は
半
袖
で
は
と
て
も

や
り
き
れ
さ
せ
ん
3

と
こ
ろ
が
日
陰
に
入
る
と
長
袖
の

ワ
イ
ツ

ャ
ッ
で
丁
疲
よ

い
く
ら
い
で
す
。
し
か
し
夜
に
な
る
と
毛
糸
の
セ

ー
タ
ー
が
必
要
で
す
。

一
年

中
こ
ん
な
魂
子
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
と
て
も
乾
燥
し
て
い
て
の
ど
が
乾
い

て
困

り
ま
す
。
十
二
月
頃
ま
で
は
全
く
雨
が
降
ら
な
い
そ
う
で
す
。
乾
い
て
い
ま
す

か
ら
温
度
の
割
に
は
ゑ
さ
は
感
じ
さ
せ
ん
。
ク
ー
ラ
ー
を
付
け
て
い
る
車
な
ど

見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
0

船
が
外
国
恰
だ
っ
た
た
め
英
活
に
対
し
て
無
視
で

き
る
よ
う
た
な
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
街
中
ど
こ
え
行
っ

て
も
右
を
見
て
も
左
を

見
て
も
英
語
ば
か
り
な
の
に
別
に
気
に
よ
な
り
ま
せ
ん
。

一
番
と
さ
ど
っ
た
の
は

右
側
通
行
で
す
°
道
を
慣
切
る
峙
つ
い
先
に
右
を
見
て
し
さ
5

ま
す
が
、
ま
ず

左
を
見
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
僕
は
今
、
昼
は
親
父
の
手
伝
い
を
し
な
が
ら

夜
英
語
学
交

に
行
っ
て
お
り
さ
す
。
不
思
議
な
こ
と
匠
入
学
金
二
十
五
仙

（
セ
ン
ト
）
つ
ま
り
九
十
円
で
月
甜
は
不
要
で
す
。
そ
の
上
テ
キ
ス
ト
‘
ノ
ー

ト、

エ
ン
ヒ

ッ
等
は
全
祁
無
科
で
す
。

知
人
か
ら
ア
ル
パ
イ
ト
で
手
衣
二
六

0
ド
ル

（
月
領
）
、
土
、
日
は
休
み
の
、

一
日
七
•

五
時
間
労
働

（カ
マ
ボ
n

弔
で
カ
マ
ポ
コ
を
作
る
）
と
い
う
の
が
q

介
さ
れ
ま
し
た
。
九
万
三
千
円
く
ら
い
で
す
か
ら
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た

ら
、
と
な
り
の
人
が
安
す
ぎ
ス9
か
ら
だ
め
だ
と
い
う
の

で
や
め
さ
し
た。

こ
ち

ら
で
の
今
の
生
活
費

は
信
泊
、
食
費
、
光
熱
父
共
で
週
二

0
ド
ル
で
す。
も
ち
ろ

-『

-

... 
ー
ー
エ
｀
＿
＿
二
．一U

A
-•K
P

―
―
―
―
と
i

.l
-
2
]
^

-―
ら
一

―
4

き

云

＾

つ

で

弓

で

車

r
二
貫
え
P
-
4
,
°
享
豆
案
0
豆

5
u:
-u
豆

ろ
ご
ろ
し
一
；
ヽ
り
・量
｀
す
ー
ー
ニ
＼
―
―

-C
Oド
ん

く
ら

＾
で
す
。
今
さ
で
見
た
一
を

安
＾
っ
t
i
t
つ
セ
下
1

0
ド
ル
で
し
た
。
ち
ゃ
ん
：

a
い
て
い
ま
し
た
C

来
国
と
い
う
の
は
不
思
議
な
国
で
す
。

ま
ず
街
格
が
実
に
さ
れ
の
で
す
。

9

パ
n
の
す
S

が
ら
、
ゴ
‘
‘
、
等
が
全
く
落
ち
て
お
り
ま
せ
ん
。
く
つ
も
全
く
み．
贔

く
必
要
が
あ
り
支
せ
ん
°
ガ
ソ
リ
ン
も
店
に
よ
り
日
に
よ
り
全
て
値
段
が
呉
つ
て
お

り
ま
す
。
車
が
実
に
み
い

C
で
す
が
交
差
点
等
で
左
折

（米
国
は
右
側
通
行
）

す
る
卓
が
い
て
そ
の
咲
に
直
遥
卓
が
玩
い
て
い
て
、
右
側
の
＞

ー
ン
が
ら
い
て

い
て
も
＞

ー
ン
を
変
え
る
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
じ
つ
と
待
っ
て
お
り
さ
す
し
、

・9
-1

号
が
赤
か
ら
禄
に
変
っ
た
と
き
ぽ
ん
ゃ
り
し
て
9

て
も
別
に
悛
C
車
か
ら
ホ

ー
ン
は
な
り
ま
せ
ん
し
、
そ
の
さ
さ
赤
に
変
つ
て
も
ま
だ
そ
の
ま
ま
哨
つ
て
い

3
-7 

て
ホ
ー
ン
を
な
ら
し
た
リ
、
割
り
込
ん
で
来
た
り
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

実
に
大
陸
的
な
ゆ
っ
た
り

し

た

国

で
す
。
ま
た
ハ

イ
ウ

エ
イ
、

フ
リ

ー
ウ
ニ

―

ィ
‘
．ハ
ー
ク
ウ
エ
イ
等
で
も
有
科
ウ
所
は
ほ
と
，
～
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
ル

フ
十‘

ル
ニ
ア
で
は
金
門
喬
く
ち
い
の
も
の
で
す
。

困
ま
る
の
は
ま
ず
買
扮
で
す
。
値
だ
ん
は
浣
金
が
入
っ
て
い
た
い
も
の
が
付

け
て
あ
り
ま
す
か
ら
正
札
に
五
％
加
え
て
払
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
洲
に
よ
っ

て
税
へ
ふが
異
な
る
た
め
だ
そ
う
で
す
。
水
道
の
水
も
あ
ま
り

9
さ
く
あ
り
ま
せ

令
飲
斗
吊
の
水
は
別
に
ト
ラ
ッ
ク
で
ピ
ン
．
つ
め
の
も
の
を
売
り
に
来
ま
す
。

ふ
ろ
も
か
ん
お
け
の
J
う
な
や

つ
で
す
か
ら
入
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
せ
ん
。

初
）
単

F
は
時
間
が
向
じ
く
ら
い
の
も
の
で
長
さ
、
頂
さ
、
体

墳
、
温
度
等
全

部
ち
が
い
さ
す
。
そ
の
上
十
進
法
で
な
く
て
さ
ら
佗
蕊
さ
の
司
じ
単
立
で
も
測

る
も
の
に
よ

っ
て
そ
の
返
さ
が
異
な
る
と
い
う
や
つ
か
い
な
単
竺
で
す
。
ま
た

お
金
も
啜
幣
の
方
は
一

、
五
、
i

o、
二

0
、
五

0
、

10
0、
五

0
Q

げ・

五
具
二

—
ー
こWJ

 



さ
よ
う
な
ー
っ

（
編
者
王
）

こ
の
手
祇
は
、
井
上
氏
ぷ
在
学
中
に
下
宿
し
て
お
ら
れ
た
石
井
家
に
寄
せ
ら

れ
た
手
紙
を
、
石
井
家
の
国
好
意
に
よ
り
、
転
載
し
た
も
の
で
す
。
な
お
井
上

氏
の
住
所
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。 五

月
七
日

井

上

10
0
0ド
ル
と
あ
り
ま
す
が
、
大
き
さ
と
色
が
同
じ
で
す
か
ら
良
く
見
て
出

さ
な
い
と
ま
ち
が
い
さ
す
し
、
コ
イ
ン
つ
方
も
一
、
五

‘
10
、

二
五
、
五

0

セ
ン
ト
と
あ
り
ま
す
が
、
一
セ
ン
ト
が
湧
色
で
也
は
銀
色
で
す
。
大
き
／
U

も

-
0セ
ン
ト
が
少
し
小
さ
め
で
す
が
他
は
ほ
と
ん
ど
同
こ
で
そ
の
上
氾
数
字
の

代
り
に
お
金
の
ふ
ち
に
そ
つ
て
、

F
l
V
E

O
E
N
只
Q
.
U
A
T
E
R

D
O
L
LA
R, 

H
A
L
F
 D
O
L
ビ

目

等

と

小
ざ
く
小
さ
く
書
い
て
あ
り
ま
す
か
ら
と
て
も

涜
め
た
ら
で
は
あ
り
↓
る
ん
3

．
ハ
ス
賃
の
高
い
の
に
ぱ
お
ど
ろ
き
ま
す
。
．

三
〇
セ
ン
ト
で
す
。
し
か
し

一l
父
の
れ
ば
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
回
じ
で
す
。

こ
ち
ら
は
四
月
の
柊
り
か
・
C

サ
マ
ー
ク
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
時
計

を
一
時
間
進
ま
せ
る
わ
i
ツ
で
す
。
』
•
土
か
ら
夜
八
時
頃
ま
で
明
る
く
て
つ
い
夜
ふ

か
し
を
し
て
し
さ
い
ま
す
。
で
知
皆
様
な
体
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

委

員

泡

田

自

連

時

松

中

島

部

誌

星

O

B

会

山

地

久

保

練

習

小

泉

新

郷

整

備

井

上

書

記

刀

会

計

長

杯尾

泡

田

、
,
'
J

．

~

ーi届

将

大

庭

主

将

時

恐

ム

-

)
 

二

）

ヽ

ヽ

ーニ

）

-....:.. 

、一
二

）
二

）

二

） -
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二

）
二

）

二

）

二

）

四
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年
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烏 飼 の 巻 森 田 の 巻
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ン

ド

八
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回
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の
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こ

の

手

で

ど

う

や
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い

つ
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家
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と
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ラリーにおける）密度解析

国鳥飼

現在、九工大自動車部において使用されているラ')....の計算法は、

ある地点における遅れ、進みを計算するものであり、合理的であると

思う。しかし距離は10皿単位でとれば良いのか、 5Ll単位あるい

は1m単位なのか、はつきりしていないし、又補正率の計算も、何ケ

クまでとれば良いのかはつきりせずいたづらにケク数を多くするのは

誤りのもとである。ょつて、ここでこれらの誤差が走行時間に及す影

誓について解明したいと思9。

Officialの指示速度 V Km,/2 

距離 L Km 

とすると公式の所用時間Tは
L 
T=が h)である これを分になおすと

• T〔心〕＝苧

自分の距雌をr1とすると

J＝ゞ L として補lEぶ力渭t．打でをる。

J.つて1、1分呵清wcょ研JIf時間は

•r ［心） →甜／ とい9)IがでJJ,t砂

J1t loll lilll:l （かr叫瓜J• 1..I

]I t kIlI 「91 ,:;::-1.1~ )9r, [[I 
1』 ,1,J9<し

v : l:hハ：I
I, : C lllO JU〕

6 
ここでTに影響を与えるものはLとぎである。通常マは0.1~0.

5程度の値でありSは 0.8~1.2程度の値である。

Lはバスコン間の距難であるカヽ短い褐合は0.5駈程度、長い掲

合には20駈以上に及ぶ掲合もある。

Lの測定時における読取り誤差は］ Omまで出るトリップメーク

であるならば、たかだかSmである。 （ナビゲークが居眼りして

いれば別であるが）

Tは T＝焉（ I、士 0.05)_ 

鼻が大、すなわちVが小の時はそれだけ四江Lを読取れる

はずであるので＇いの誤差はたかだか 0.02 5呻

すなわち1.5秒である。

実際にはこの疇は、さらに小さく士 1秒以内である。さらにこ 心
の祖差はt0ta1される事によつて打梢し合うので実用上無 I 

祝しうる。ょつて Lの測定は四拾五入によつて10 m単位で測定

すれば十分である。

次応fのれ'i}糾'『.ついて培烈する。

l 
介「ーI • 1• ！、 一 0 , 2 ；；； a~0. 2 和段とし
、i

I T....,.I 
L 

えかいが叫

悔：：^x2(}() 
＾舌0.0 00 4 

ると：t・ると

”.̂ で 9('1 

・uH介・c<』 ’I'VCIi和l;t,内の詞：．：しかり
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湮
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小

つ
い
で
に
暇
な
者
た
ち
で
洗
車
、
ヮ
ッ
ク
ス
が
け
も
や
る
。
さ
す
が
に
念
入

み 先
日
、
某
大
学
自
動
車
部
の
部
員
よ
り
、
彼
の
所
属
す
る
自
勤
車
部
の
自
慢

、

話
を
聞
い
た
。

臼
く
、
某
大
学

o
x
会
自
動
車
部
。
今
や
こ
の
名
は
全
国
に
響
き
渡
り
、
大

学
生
で
知
ら
ぬ
者
は
た
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
の
こ
と
。

全
部
員
の
顔
は
自
信
に
潰
ち
あ
ふ
れ
て
い
て
、
そ
の
目
は
実
に
生
き
生
き
と

↓

輝
い
て
い
る
。

ラ
リ
ー
、
フ
イ
ギ
ア
、
整
備
大
会
の
三
部
門
に
平
均
し
た
強
み
を
発
揖
し
て

一

今
や
総
合
力
で
全
日
本
大
学
自
動
車
連
盟
加
盟
大
学
中
ず
ば
抜
け
た
強
さ
を
誇

つ
て
い
る
と
と
か
ら
す
れ
ば
む
し
ろ
当
然
の
状
態
か
も
知
れ
た
い
が。

23

し
か
し
、
全
国

一
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
部
員
た
ち
の
毎
日
の
活
委
は
さ
す

一

が
で
あ
る
。

朝
七
時
半
、
ま
だ
薄
暗
い
と
い
う
の
に
車
庫
の
中
に
は
三
年
、
四
年
含
め
て

全
員
の
顔
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
ま
ず
主
将
、
整
備
係
よ
り
本
日
の
計
画
を
聞
き

す
ぐ
班
に
別
れ
て
行
勁
に
移
る
。

朝
の
う
ち
に
ゃ
る
ぺ
き
こ
と
は
仕
業
点
検
の
み
、
冷
却
水
、
オ
イ
ル
、
．
＾
ッ

テ
リ
液
は
勿
腔
、
ク
イ
ヤ
の
空
気
圧
や
亀
裂
の
有
無
、
ク
ラ
ッ
チ
、
プ
X
ー
キ

ア
ク
セ
ル
の
点
検
、
ウ
イ
ン
カ
ー
、
ラ
イ
ト
、
ワ
イ
パ
ー
等
の
作
動
具
合
、

最
後
に
エ
．ン
ジ
ン
を
始
動
さ
せ
て
異
音
、
排
気
の
色
、
振
勁
の
異
状
、
さ
ら
に

嘉
の
損
傷
の
有
無
、
汚
れ
忙
到
る
ま
で
全
て
車
ご
と
に
点
検
記
録
簿
を
つ
け

す
ば
ら
し
い
自
動
車
部

二

）

時

松



に

b
に
行
な
う
だ
け
あ
っ
て
六
四
年
C
．
て
ド
リ
ア
ク
や
ク
ラ
ウ
ン
の
ど
こ
に
も
ナ

ビ
ー
つ
な
い
そ
り
で
あ
る
。
—

毎
日
の
点
検
に
よ
っ
て
異
状
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
た
4
.

t
に
該
当
車
は
連
転

禁
止
に
さ
れ
、
部
員
た
ち
が
徹
夜
で
作
っ
た
ピ
ッ
ト
ヘ
。
さ
つ
そ
く
覇
義
の
な
な

い
者
が
率
先
し
て
こ
れ
さ
た
洗
い
立
て
の
整
備
服
で
修
理
を
開
始
す
る
。
だ
か

ら
よ
ほ
ど
重
惚
で
も
な
い
か
ぎ
り
修
理
は
一
日
で
終
り
、
従

っ
て
部
車
は
全
て

何
日
も
動
け
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

夕
方
授
業
が
終
つ
て
四
時
十
五
分
に
な
る
と
車
庫
に
は
、
朝
の
顔
ぶ
れ
が
全

員
そ
ろ
つ
て
い
る
。
主
将
の
指
示
に
従
っ
て
、
ラ
リ
ー
、
フ
ィ
ギ
ア
、
整
備
の

三
グ
ル
ー
プ
忙
別
れ
、
た
だ
ち
に
練
習
に
入
る
。
み
つ
ち
り
と
六
時
ま
で
汗
を

か
く
と
終
了
、
車
庫
に
ま
た
築
ま
つ
て
洗
車
を
し
、
一

日
つ
反
省
会
に
移
る
e

い
く
つ
か
の
反
省
点
が
見
い
出
さ
れ
た
後
に
、
全
体
あ
る
い
は
班
別
に
討
論
を

す
る
。
こ
の
場
に
限
っ
て
は
上
級
生
、
下
級
生
の
区
別
は
全
く
な
い
。
全
て
の

部
員
が
対
等
な
立
場
で
お
互
い
に
感
じ
合
っ
た
と
と
を
発
表
し、

討
論
し
、
納

得
の
い
く
解
決
策
を
見
い
出
す
こ
と
が
出
来
る。

こ
う
い
っ
た
部
活
動
で
あ
る
か
ら
、
お
互
い
の
信
頼
は
確
固
た
る
ま
で
に
な

り
、
先
輩
、
後
輩
の
絆
は
恋
人
同
志
の
そ
れ
に
も
増
し
て
断
ち
難
い
。

た
と
え
ば
あ
る
部
負
が

ー
つ
の
計
画
を
思
い
つ
い
た
と
す
る
。
そ
う
す
る
と

麻
生
ま
で
が
直
ち
に
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
り

一
丸
と
な
つ
て
計
一国
の
遂
行

に
全
力
を
投
入
す
る
。
好
ま
し
い
結
果
が
得
ら
れ
な
く
て
も
決
し
て
落
担
し
た

り
は
し
な
い
。
十
分
な
反
省
が
行
な
わ
れ
、
又
、
新
し
い
課
顆
に
と
り
＜
む
ペ

＜
努
力
を
惜
し
さ
な
い
の
で
あ
る
。

何
と
す
ば
ら
し
い
自
動
車
部
で
は
な
い
か
。
後
に
な
つ
て
ぜ
ひ
と
も
見
学
し

て
み
た
い
も
の
だ
と
彼
の
消
息
を
『
へ

て
み
た
が
ど
う
も
は
つ
き
り
と
は
わ
か

ら
な
い
。
た
だ
彼
の
知
人
仁
し
い
人
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
｀
彼
は
九

州
の
ら
る
工
業
大
学
に
在
学
中
で
は
た
い
か
、
と
0
こ
と
で
も
っ
た
。

侯
の
両
親
は
侯
が
免
許
を
取
る
の
に
反
対
し
て
い
て
、
箪
資
金
が
出
な
か
つ

た
（
父
は
自
動
車
学
校
へ
行
く
の
な
ら
金
を
出
す
と
言
っ
て
い
た
。
つ

ま
り
、

自
動
車
部
で
の
運
転
練
習
で
は
道
路
を
連
転
ナ
る
上
で
の
基
本
が
出
来
て
な
く

自
己
流
デ
ア
ル
と
い
う
こ
と
C

)

だ
か
ら
、
夏
休
み
中
（
七
月
二
五
日

S
八
月

一

十
一

日
）
・
ハ
イ
ト
を
し
て
金
を
作
っ
た
。

さ
て
、
試
験
場
で
す
け
ど
、
僕
は
宗
像
町
に
居
り
ま
す
の
で
、
福
院
の
花
畑

a

試
験
場
で
受
け
ま
し
た
。

―

そ
こ
は
福
岡
市
の
外
れ
で
、
天
神
か
ら
三
十
分
位
か
か
り
、
又
自
宅
か
ら
天

神
ま
で
菩
通
．
ハ
ス
で
一
時
間
半
か
か
る
の
で
試
験
を
受
け
る
の
は

一
日
仕
事

で

す
0

試
験
場
ま
で
エ
ッ
チ
ラ
オ
ッ
チ
ラ
行
き
着
い
て
、
ほ
ん
0
十
五
分
の
実
技

試
験
で
不
合
格
と
な
る
の
だ
か
ら
割
り
に
合
9
た
話
で
は
な
い
、
第
一
L
u
l

目
の

試
験
の
時
た
は
僕
は
練
習
楊
で
六
時
間
程
乗
っ
て
い
さ
し
た
。
そ
し
て
一
回
目

六
十
点
で
マ
ズ
マ
ズ
、
張
り
切
つ
て
練
習
し
て
二
国
目
か
六
十
五
点
、
次
は
イ

ク
ダ
キ
ダ
と
思
っ
た
と
こ
ろ
が
な
ん
と
こ
の
日
は
ド
ジ
ば
か
り

「
帰
り
ま
し
ょ

う
」

＇と
言
わ
れ
て
あ
え
な
く
チ
ョ
ン
、
こ

の
こ
ろ
た
は
｀
も
う
我
が
家
の
雲
行
き

は
思
わ
し
く
な
く
、
次
第
に
居
づ
ら
く
な
っ
て
い
た
、
前
に
も
言
っ
た
よ
う
に

両
親
は
あ
ま
り
好
意
的
で
な
く
、
そ
の
上

一
日
仕
事
の
試
験
場
参
り
＆
練
習
場

参
り
で
こ
こ
数
日
、
家
は
飯
を
食
い
疫
る
だ
け
の
場
と
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

運

転

免

許

-

)

 

近

藤



昭
和
四
十
五
年
四
月
十
五
日
、
ど
う
し
た
わ
け
か
。
代
か
の
さ
ち
が
い
か
ら

が
。
九
州
工
業
大
学
に
入
学
し
て
し
ま
っ
た
，

十
五
日
の
隋
れ
の
入
学
式

（
天
気
は
雰
と
き
お
り
雨
）
で
は
あ
っ
た
が
、
記

念
謂
堂
の
ま
わ
り
に
、
「
我
が
部
へ
」
入
っ
て
も
ら
．
お
う
と
、
各
部
あ
の
手
こ

の
手
と
：

•
•9

そ
の
中
で
、
現
在
小
生

が
籍
を
置
い
て
．、
る
0

自
勃
車
部
は

.......、
コ
ン

の
制
服

（
胸
に
九
州
工
業
大
学
自
勤
車
部
と
あ
り
）
に
少
を
か
た
た

め
。
す
ば
ら
し
き
美
男
が
ず
ら
り
と
、
ポ
ロ
ボ
ロ
の
車
の
ま
わ
り
に
つ
つ
た

っ

て
い
た
。

こ
の
時
は
｀
ま
だ
小生
は
、
自
動
車
部
に
は
入
部
し
よ

う
と

は
~『

ゥ
に
も
ま
つ
て

い
な
か
っ
た
。
何
か
ほ
か
の
運
動
部
に
入
る
つ
も
り
だ
っ

た
）

マ
ス

ク
ー
ラ
イ
ン

を
動
か
せ
る
さ
で

工

大

忙

入

与

し
-

)
 

刀

―”真

↑！ヽ

第
三
回
目
に
落
ち
た
時
に
は
も
う
金
は
と
つ
く
に
な
く
、
母
か
ら
も
ら
っ
た
金

も
あ
と
一

回
受
け
ら
れ
る
程
し
か
な
く
、
絶
対
絶
命
の
大
ピ
ン

チ
に
立
た
さ
れ

て
い
た
。

今
度
の
試
験
に
落
ち
る
と
も
う、

春
市
で
試
験
は
受
け
ら
れ
な
か
つ

た

こ

の

よ

う
た
状
態
で
否
兵
・
一
弐
殷
し
た
の
が
九
月
匹
日
、
う
れ
し
か
っ
た
ね

人
何
点
だ
っ
た
と
思
う
、
ヽ
七
十
五
点
、

「
生
年
月
日
は
？
」
と
言
わ
れ
て

「一

九
七
〇
年
9
.

」
合
格
{
r

り
i
．
し
こ
f
‘

P

か
と
忌
っ
た
。
ポ
ン
ト

，．

点
を
取
る
の
は
む
ず
か
し
い
デ
戸
・'
,
.
c

合
格

し
か
し
、
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で

の
各
科
の
座
談
会
の
と
き
に
、
小
生
の

考
え
が
大
き
く
ゆ
ら
い
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
原
動
力
と
な
っ
た
も
の
、
あ

9
森
4ヽ

田
（
昭
和
四
十
五
年
現
在
、
化
学
科
三
年
）
さ
ん
の
、
し
つ
こ
い
と
も
、
，
熱
ヽ
心
、

と
も
い
え
る
、
入
況
灼
訪
、
一

人
一
人
あ
た
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
あ
の

い
や

ら
し
い
顔
｀
、
あ
の

9
で
ニ
ク

ア
と
や
ら
れ
て
、
「
自
勘
車
部
に
は
い
ら
へ
ん
か

?
」

:
.
..
.
 

こ
の
熱
心
な
ド
ラ
フ
L
'

の
お
か
げ
か
、
小
生
は
、
あ
の
ぼ
ろ
の
車
ば
か
り
あ

る
自
塑
卑
部
に
，
や
g
ろ
う
か
な
‘
.

9
.

J
思
い
か
け
た
の
で
あ
る
。

ま
あ
、
一

応
朽
部
祝
察
と
思

つ
て
、

部
会
に
行
っ
て
み
た
。
結
局
そ
こ
で
入

部
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
だ
が
。

そ
の
時
忙
知
っ
た
人
の
名
を
ず
4

い
つ
と
灰
挙
し
て
み
よ
う
。

森
田
さ
ん
、

川

越
さ
ん
、
山
本
（
正
）
さ
，
ぺ
時
松
さ
ん
｀
．
以
上
、
こ
こ
で
感
じ
た
こ
と
。
人

間
と
い
う
の
は
、
第
一

印
象
だ
け
で
は
、
決
め
か
ね
る
。
と
い
う

の
は
時
松
さ
』8
 

ん
、
ば
か
仄
い
い
印
象
を
与
え
た
人
の

一
例
で
あ
る
。
月
が
経
る
た
つ
れ
て
：
―

．
．．
．
 で
あ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
妬
な
っ
て
き
た
よ
う
だ
。

ま
あ

こ
ん
な
こ
と
は
へ
置
い

て
お
い
て
、
と
ん
な
わ
け
で
自
勁
車
名
に
は
い

っ
た
。四
月
二
十
三
日
か
ら
五
月

一
日
ま
で
、
二
年
生
の
方
々
に
よ
る
構
造
雰
義
、

一1
年
生
の
方
々
が
一

生
慈
命
教
え
て
く
れ
る
。
さ
す
が
自
勁
車
部
だ
け
は
あ
る

と
思

っ
た
。
・：
・・（
だ
い
ぶ
ゴ

マ
を
す
っ
た
。
）
〔

み
ん
な
よ
く
知
つ

て
い
る
る

な
あ
と
感
心
，
〕

こ
れ
ぶ
於
わ
る
と
さ
つ
そ
く
連
動
練
習
、
最
初
の
指
導
者
は
中
津
留
さ
ん
で

ぁ
f-
9

。
あ
の
マ
ス
ク
ー
ラ
イ
ン

の
右
ド
ア
を
あ
け

、
プ

レ
ー
キ
と
ク
ラ
ッ
チ

L

了
ふ
．ナ
9

こ
の
車
す
イ
ド
が
ま
っ
た
く
な
し
）
ど
う
や
つ

て
動
か
す
か
の
説
明

を
含
く
、
そ
れ
か
ら
プ
＞
ー
キ
板
か
ら
足
を
は
な
し
右
足
で
ゆ
つ
く
り
と
ア
ク



・イ

パけ”

セ
ル
を
ふ
み
、
ュ

ッ
ク
リ
ク
ラ
ッ
チ
ベ
ク
ル
か
ら
左
足
を
は
な
し
て
ゆ
く
、

エ
ン
ジ
ン
が
う
な
る
。
ガ

ク
ガ
ク
、
ガ
ク
ガ
ク
、
ス
ト
ン
、
置・・1
>

エ
ン
ス
ト
で

あ
る
。
み
な
で
お
し
が
け
こ
の
く
り
か
え
し
で
あ
る
。
な
ん
と
か
、
動
か
せ
る
ま

で
に
い
た
る
。

し
か
し
、
三
回
目
か
ら
の
指
導
者
は
鳥
飼
さ
ん
だ
っ
た
。
口
や
か
ま
し
い
の

な
ん
の
つ
て
、
ち
ょ
つ
と
へ
ま
を
や
る
と
、

す
ぐ
や
ら
れ
る
。
か
み
が
み
い
わ

れ
る
と
カ
ク
ク
な
り
ま
た
へ
ま
を
や
る
。
そ
こ
を
ま
た
や
ら
れ
る
と
い
う
わ
け

だ
。
鳥
飼
さ
ん
か
ら
よ
く
注
意
さ
れ
た
こ
と
と
言
う
と
、
「
バ
ッ
ク
の
際
、
袋

後
ま
で
後
を
見
て
お
く
こ
と
。
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
常
識
で
あ
る
が
、
初
心

者
の
な
か
な
か
守
れ
な
い
も
の
の
ー
つ
で
あ
ろ
う
。

烏
飼
さ
ん
の
口
や
か
ま
し
い
指
導
で
思
っ
た
の
は
、

「
一
年
生
に
対
す
る
指

導
は
、
口
や
か
ま
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

い
ま
ま
で
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た
、
二
年
・
三
年
の
中
で
、
口
や
か
さ
し

さ
の
点
で
、
鳥
飼
さ
ん
の
右
に
出
る
も
の
は
、
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
う
や
つ
て
、
ヘ
ク
た
が
ら
も
、
あ
の
マ
ス
ク
ー
ラ
イ
ン
が
さ
つ
す
ぐ
ーこ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
陰
の
声
）

ホ
ン
ト
に
ホ
ン
ト
に
ゴ
ク
ロ
ー
サ
ン

ト
ヨ
ペ
ッ
ト
コ
ロ
ナ
、
こ
れ
が
あ
た
く
し
の
名
前
で
御
座
い
ま
す
．
｛
平
年
の

暮
れ
、
車
検
の
切
れ
る
十
二
月
ま
で
し
か
働
か
な
い
つ
も
り
で
現
在
の
御
主
人

様
Vc
娠
い
で
参
り
ま
し
た
。

一兵
赤
な
和
服
に
白
の
腰
帯
、
か
弱
い
ア
ン
ヨ

に
は
少
々

こ
た
え
る
菫
い
お
尻

を
か
か
え
た
侵
雅
な
姿
は
当
時
の
エ
大
の
華
で
芦
座
い
ま
し
た
。
（
た
だ
し
こ

一

れ
は
御
主
人
様
か
ら
悶
い
た
こ
と
で
御
座
い
ま
ナ
。
）
も
っ
と
も
私
も
あ
の
方

も
共
に
再
婚
の
せ
い
も
あ
り
ま
し
て
か
、
寄
る
年
波
に
は
逆
う
と
と
が
出
来
な
邸

い
で
仲
々
わ
た
く
し
の
お
勤
め
を
あ
の
方
妬
満
足
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
l

ず
、
御
主
人
様
好
み
に
な
る
為
に
並
み
並
み
な
ら
ぬ
苦
労
を
重
ね
、
で
し
た
。

い
く
ら
年
と
は
い
つ
て
も
わ
た
く
し
妃
も
や
は
．
9

乙
女
の
恥
じ
ら
い
は
〖H
座

い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
あ
の
方
は
嫁
い
だ
七
の
日
に
も
早
速
あ
た
く
し
の
な
尻

を
持
ち
上
t
i
て
色
々
お
調
べ
に
な
り
、
又
さ
ら
に
は
や
に
わ
に
胸
を
押
し
あ
け

て
キ
3

・
プ
や
ら
ポ
イ
ン
ト
や
ら
、
あ
た
く
し
の
精
力
を
保
つ
て
い
る
敏
慮
た
部

分
？£
お
触
，
9
に
な
り
ま
し
た
。
た
っ
た
こ
れ
だ
け
の
愛
据
で
御
座
い
ま
し
た
の

に
わ
た
く
し
の
息
切
れ
は
た
ち
さ
ち
の
う
ち
に
回
復
し
、
戸
畑
の
媒
煙
が
少
し

も
気
に
な
ら
ぬ
よ
う
た
な
り
さ
し
た
。
あ
の
方
の
い
や
ら
し
さ
、
殺
念
深
さ
に

は
ほ
と
ほ
と
感
激
の
思
い
で
御
座
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
で
沿
足
な
さ
つ
た
の
か
と
思
っ
た

の
も
束
の
間
、
そ
の
翌
日

に
は
こ
ん
ど
は
黒
崎
の
お
店
ま
で
連
れ
て
行
き
、
持
ち
前
の
執
念
深
さ
で
こ
れ

告

白

二

）

時

松



か
ら
の
新
婚
生
活
に
必
要
な
品
物
を
値
切
り
に
値
切
つ
て
お
買
い
に
な
9
、
そ

の
楊
で
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
交
換
な
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
後
も
あ
の
方
の
い

ゃ
ら
し
さ
は
少
し
も
哀
え
を
見
せ
ず
、
必
ず
数
日
位
き
に
あ
た
く
し
の
死
ぬ
思

い
の
恥
ず
か
し
さ
を
無
祝
し
て、

日
夜
堂
々
と
あ
た
く
し
の
下
に
薄
汚
れ
て
潜

り
込
む

の
で
御
陛
い
ま
し
セ
゜

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
だ
け
深
く
あ
た
く
し
の
事
を
思
っ

て
下
さ
る
の
で
す
か
ら

あ
る
方
と
の
生
活
は
充
分
に
た
ち
足
り
た
思
い
で
御
座
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も

車
検
の
期
限
か
じ
わ
じ
わ
と
近
ず
く
に
従
つ

て、

あ
の
方
と
あ
た
く
し
の
情
は

さ
す
ま
す
探
く
な
る
一
方
で
、
期
限
が
切
れ
て
別
れ
な
け
れ
ば
な
ら
た

い
と
し

た
ら
そ
れ
は
そ
れ
は
辛
い

nで
、
生
木
を
さ
く
と
は
ま
さ
に
と
の
E

．で
御
座
い

ま
し
ょ
う
。
あ

o
方
も
や
が
て
あ
せ
り
始
め
、
そ
し
て
つ
い
に
あ
た
く
し
を
入

箱
す
る
こ
と
に
な
さ
つ
た
の
で
す
。
そ
の
時
の
あ
た
く
し
の
気
持
、
そ
れ
は
も

9
天
に
も
昇
る
心
坦
で
、

死

ぬ

ナ

る

の

方
に
つ
さ
さ
と
つ
て
や
ろ
う
と
さ
え

思
い
ま
し
た
。

も
う
今
で
は
あ
た
く
し
は
完
全
に
あ
の
方
の
も
の
で
御
座
い
で
す
。
稀
に
あ

た
く
し
の
助
手
内
に
あ
る
方
が
腰
を
下
ろ
し
て
い
る
事
が
あ
り
ま
す
が
、
御
主

人
様
の
あ
た
く
し
を
思
9
気
持
に
少
し
も
変
り
は
な
く
、
御
主
人
椋
の
奴
棘
に

な
っ

て
本
望
で
御
座
い
ま
す
。

一
時
は
徒
足
に
ギ
プ
ス
を
は
め
て
お
り
さ
し
た
が
、
先
日
つ

い
に
従
夜
で
本

格
的
に
改
造
し
て
い
た
だ
き
ラ
リ
ー
に
も
出
場
で
き
る
位
に
す
つ
か
り
腰
が
軽

く
な
り
ま
し
た
。
綬
近
で
は
あ
た
く
し

の
妹
で
あ
る
マ
ー
ク

I
の
心
豆
を
移
植

手
術
す
る
計
画
に
日
夜
没
四
な
さ
つ
て
お
り
、
こ
れ
が
出
来
上
が
れ
ば
わ
た
＜

し
も
す
つ
か
り
若
返
り
、
あ
の
方
の
、
t
の
ナ
ご
い
い
や
ら
し
さ
を
も
十
外
受
け

入
れ
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
る
事
で
御
座
い
さ
し
よ
う。

あ
の
方
も
、
今
ま
で
乗
り
紅
い
で
来
た
五
台
の
う
ち
で
は
一
番
竪
形
手
術
の

一 ・• -.~ :̀  

-Z!-

し
が
い
が
あ
る
か
ら
お
ま
え
の
過
去
は
い
つ
さ
い
問
わ
な
い
、
と
お
つ
し
ゃ
い

ま
す
し
、

あ
の
方
と
共
に
さ
ー
と
せ
る
と
れ
か
ら
と
言
う
も
の
は
わ
た
く
し
に
と

つ
て
ま
さ
に
桃
涼
境
で
御
座
い
ま
し
よ
う
。
こ
の
世
で
あ
の
方
以
外
に
男
性
は

考
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
の
頃
で
御
歴
い
ま
4
9
0
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第

五

第

四

第 第第， 
．
．

．
 
・
 

..
 

~

、

-.f 

九

州

工

業

大

学

責

部

部

則

名名 名名名名名

以
上
以
上

以
上

善

会

自

動

車

第

一

章

総

則

、

条
当
部
は
、
九
州
工
渠
大
学
女
善
会
自
動
車
部
と
称
す
る
。

条
当
部
は
自
動
車
部
に
凋
す
る
絡
儒
、
運
転
技
術
の
お
得
及
び
研

究
を
す
る
と
共
に
学
生
生
活
に
於
け
る
相
互
間
の
袈
睦
を
は
か
り
且

つ
自
動
車
文
化
の
向
上
に
貢
款
す
る
一
方
、
部
の
仕
全
な
発
展
に
努

力
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
章

組
硯
及
び
構
成

条
当
部
は
九
州
工
業
大
学
責
善
会
体
脊
会
に
屈
し
、
全
日
本
学
生

自
動
車
迷
盟
に
属
す
る
。

条
当
部
は
九
州
工
業
大
学
生
を
も
つ
て
組
織
す
る
。

第

三

章

役

只

条
当
部
は
部
の
運
営
に
当
つ
て
次
の
役
員
を
置
く
。

部

長

一

名

顧

問

一

名

監

各

一

主

将

一

刷

主

将

二

会

計

一

湿

記

一

全

自

連

委

負

二

整

勾

委

R

-

第

十

一

条

蔀

長

及

び

顧

問

は
当
部
の
対
外
的
交
｝在
の
責
任
者
と
し
て
、

当
部
の
指
導
、
監
督
を
す
る
。

第
十
二
条
主
将
は
当
部
の
対
外
的
交
渉
に
お
い
て
部
長
及
び
顧
問
と
連

帯
費
任
を
も
ち
且
つ
当
部
の
遅
営
の
全
只
モ
を
も
つ
。

第
十
三
条
副
主
将
は
主
将
の
補
佐
を
行
な
う
。

第

十

四

条

会

町

は
当
部
の

一
切
の
会
計
を
担
当
し
部
活
苅
を
玩
卒
す
る
。

第

十

五

条

書

記

は

当

部

の

行

専

て`
一
切
記
母
し
主
将
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

笛

十

六

条

全

日

本

学

生

自

動

車

連

盟

委

A
は
全
日
本
学
生
自
動
卓
連
盟

規
約
に
準
1
,
fっ
令
但
‘
浮
共
委
員
庄
云
が
震
芋
る
茫
倉
則
与

る
。

第
十
七
条
整
備
委
且
及
び
練
習
委
員
は
当
部
哀
の
咤
伯
及
び
紅
習
に
関

す
る
“
任
を
持
ち
主
将
を
胡
佐
し
蔀
活
如
を
統
率
す
る
。

第

十

第

九

•第 第 第

八七 六

、こ

9
』

'

第

四

章

任

務

名

一
月

一
日
よ
り
十
二
月
三
十
一
日

練

習

委

仕

以

上

条
部
長
、
顧
問
の
推
心
は
役

R
が
行
な
い
王
将
が
依
頼
し
て
＊

諾
を
得
る
。

条
陛
督
は
原
則
と
し
て
、
前
年
疲
主
将
が
あ
た
る
。

条
主
将
は
推
組
に
よ
り
選
出
し
部
位
総
全
に
於
て
承
諾
を
得
、

部
長
が
任
合
す
る
。

条

副

主

将

、
会
計
、
書
記
、
全
自
連
委
員
、
整
伯
委
員
、
紐
習

委
且
は
立
伐
柏
又
は
推
此
に
よ
り
選
出
し
、
部
仕
椋
会
に
於
て
承

認
を
得
、
主
将
が
任
命
す
る
。

条

以

上
の
役
員
の
任
期
は
、

迄
と
す
る
。

ーおー

.. 



• 

第

六

章

会

計

第
二
十
一
条
当
部
の
経
校
は
責
菩
会
予
ヰ
部
費
入
部
金
そ
の
他
の
収
入
に
よ

り
こ
れ
に
あ
て
る
。

第
二
十
二
条

部

入

部

金

は

次

の

如

く

す

る

。

一

0
6
6

部

費

一

ヶ

月

ぶ

四

0
0円

ゅ
。
0
0

人

部

金

ヤ

K
火
出
3
円

第
二
十
三
条
入
部
金
は
人
部
す
る
時
納
人
し
部
貨
は
毎
月
前
納
と
す
る
。

第
二
十
四
条

（年
度
末
而
員
総
会
に
お
い
て
会
計
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
五
条
ヅ
金
銭
の
支
出
は
主
将
を
通
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第

七

章

練

第
二
十
六
条
V
部
車
に
て
練
習
を
行
う
場
合
、

F

級
は
A

.
B
級
•
E
級
は
A

B
.
c

•

D
級
の
指
導
の
も
と
に
練
習
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条

Y
へ
級
綜
習
に
際
し
て
は
練
習
券
を
講
人
の
上
練
習
す
る
こ
と
。

練
習
券
は
十
五
分
五

0
円
と
す
る
。

第
二
十
八
条
Y
へ
練
習
す
る
時
は
部
員
証
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
二
十
九
条

X
練
習
券
は
部
費
滞
納
一
ヶ
月
以
上
の
者
に
は
発
行
し
な
い
。

第

三

十

条
練
習
が
終
っ
た
ら
洗
車
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
9

t

(

i

り

1
h
1
貸
'
7T
J
¥

7
よ

り

ご

久

弁

ヽ
／

魯

平

サ

ー
4
r
 

イ

］

c
 

第

二

十

条

•D

.B 

習

当
部
員
は
九
工
大
自
動
車
部
昇
格
規
定
に
も
と
づ
き
A

•

F

の
六
醤
級
に
分
け
る
。

•
B 

第
五
章
部
f
t
じ{~
7、

第
十
入
条
当
部
の
入
部
は
盗
い
副
め
と
す
る

•
第
十
九
条
当
部
へ
の
入
部
は
新
人
部
員
人
部
規
定
に
も
と
づ
い
て
行
な

ぅ
＂

交
通
が
混
雑
し
て
い
る
時

夜
問
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
必
要
が
あ
る
時

3

学
外
で、

A
級
の
指
導
の
も
と
で
な
い
時

兄ハ
4
悶内
に
於
て
同
乗
車
が
い
柑
泣
下

5

直
荷
直
積
載
時

6

車
庫
の
出
し
人
れ
時
で
誘
導
す
る
者
の
居
な
い
時

第
一
二
十

，．ハ
条

A
級
の
運
転
に
対
し
て
は
別
に
制
限
し
な
い
。
B
級
の
運
転
に

対
し
て
は
B
級
二
人
以
上
乗
車
の
場
合
、
前
条
の
3
に
制
限
さ
れ
な

い
。
そ
の
他
の
制
限
は
な
い
。

第
四
十
条
部
員
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
者
以
外
の
部
車
遠
転
は
禁
止
す

つ 1. 

笥
＝＝l
+

一
条
口
＊
ご
叙
練
習
は
学
内
の
交
通
の
激
し
く
な
い
所
で
行
う
こ
と

但
し
夜
間
の
練
習
は
禁
止
す
る
。も

第
三
十
二
条
練
習
中
練
習
車
が
指
導
単
の
指
示
に
従
わ
な
い
場
合
、
指
導
者

は
練
習
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

息
第

八

章

運

転

規

定

第一―
一十

三

条

こ

の

章

は

A

.
B
.
c
.
D
級
の
部
車
又
は
そ
れ
に
準
ず
る
車

の
遅
転
を
行
う
場
合
に
あ
て
る
。

第一―
―十
匹
条

当

部

は

安

全

運
転
、
交
通
法
規
遵
守
を
宣
言
す
る
。

第
三
十
五
条

部
車
の
運
伝
に
際
し
て
は
始
業
点
検
を
行
な
い
走
行
記
録
を
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
一＿
＿
十
六
条
部
車
使
用
後
は
清
抽
し
て
車
庫
に
納
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

第

二
十
七
条
部
車
は
常
に
標
準
状
態
で
運
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

”

第
三
十
八
条
部
車
の
運
転
に
対
し
て

C

.

D
級
の
者
は
次
の
場
合
運
転
を
禁

．j

止
す
る
。

・日

L _ .,.  

2

1

 

二



” 

事 故 資 任 率
る
。

2. 

私
用
中
の
事
故
は
、
資
任
者
の
名
に
於
て
す
ぺ
て
を
負
担

す
る
。

本 人 指導者 部

運転車

A 

B
 

30 

30 

c
 

0

0

0

 
2

3

 

D
 

E.F 

0

0

0

5

5

 

7

5

4

3

3

 

35 

35 

0

0

0

 

3

3

3

 

第

九

章

事

故

凜
十
一
条
運
転
を
行
な
う
際
は
事
故
を
起
さ
な
い
様
に
注
意
す
る
こ
と
9

,

万
一
事
故
を
起
し
た
ら
交
通
法
規
に
従
っ
て
処
置
す
る
こ
と
。

覧
四
十
二
条
事
故
に
よ
り
当
方
又
は
相
手
の
車
又
は
人
あ
る
い
は
器
物
に
損

害
を
与
え
た
場
合
次
の
各
項
で
処
置
す
る
。

L

部
用
．又
は
公
用
中
の
事
故
に
対
し
て
は
次
の
様
に
す
る
。

-38-

第
四
十
-

I

一
条
事
故
に
対
し
て
都
合
に
よ
り
修
理
不
能
の
場
合
は
、
修
理
見
秋

書
又
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
以
つ
て
主
将
が
責
任
者
に
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第

十

章

故

障

第
四
十
四
条
部
車
を
運
転
す
る
際
、
故
障
個
所
が
あ
れ
ば
す
み
や
か
に
修
理

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
五
条
使
用
中
に
於
け
る
故
障
に
対
し
て
は
資
任
者
が
善
処
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第

十

一

章

会

議

t,g四
十
六
条
当
部
に
於
け
る
会
議
は
次
の
四
会
議
を
云
う
。

L

部

員

総

会

2

A

B

級

会

議

3

A

級

会

議

4

役

員

会

第
四
十
七
条
部
員
総
会
は
年
度
始
め
、
終
り
の

二
回
を
定
期
部
員
総
会
と
称

し
必
ず
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第

四

十

八

条

A

.

B
級
会
議
は
主
将
が
必
要
と
認
め
た
時
開
く
事
が
出
来
る
。

な
お
、
C
¥
F
級
で
も
希
堕
者
は
こ
の
会
議
に
参
加
し
て
も
よ
い
。

第

四

ャ

九

条

役

員
会
又
は
A

・
B
級
会
議
で
必
要
と
認
め
ら
れ
た
時
又
は
部

員
十
名
以
上
の
要
求
が
あ
っ
た
時
主
将
の
名
に
於
て
部
員
総
会
を
開

く
事
が
出
来
る
。

第

五

十

条

A

.
B
会
議
、
役
員
会
部
員
総
会
A
級
会
議
は
過
半
数
の
出
席

者
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
但
し
過
半
数
に
満
た
な
い
場
合
で
も
三
分



の
一
以
上
の
出
席
者
が
あ
っ
て
出
席
者
全
員
の
承
認
で
諸
会
議
は
成

立
す
る
。

第
五
十
一
条
部
員
総
会
は
一
週
間
前
に
中
央
掲
示
板
に
掲
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
A
.
B
級
会
講
及
び
役
員
会
は
原
則
と
し
て
三
日
前
に
掲

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
や
む
得
な
い
時
は
こ
の
限
り
で
は

な
い
。

第
五
十
二
条
部
員
総
会
で
議
決
さ
れ
た
事
は
当
日
よ
り
発
効
す
る
。

第

十

二

章

罰

則

第
五
十
＝
一
条

部

K
に
対
し
て
次
の
各
項
に
該
当
す
る
も
の
は
、
A
.
B
級
会

譴
の
決
議
に
よ
り
主
将
は
之
を
謹
慎
又
は
除
名
す
る
事
が
出
来
る
。

L

本
部
則
に
若
る
し
く
違
反
し
た
も
の

2

当
部
負
た
る
体
面
を
汚
し
舷
制
を
乱
し
た
も
の

3

部
貨
ニ
ヶ
月
以
上
滞
納
し
た
る
も
の
、
但
し
こ
の
場
合

は
掲
示
に
よ
り

1
日
間
の
余
裕
を
お
く
。

4

部
員
総
会
又
は
、
A
.
B
級
会
譴
に
よ
り
決
定
さ
れ
た

事
に
違
反
し
た
る
者

第
五
十
四
条
事
故
に
対
し
て
謹
慎
処
分
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
時

主
将
は
、
た
だ
ち
に

A

.
B
級
会
議
を
閉
き
そ
の
処
分
を
決
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
滋
慎
は
次
の
如
く
す
る
。

L

A

.

B

級
の
犯
し
た
双
大
な
る
事
故
に
対
し
て
は
運
転

者
は
一
名
A
角
、
言
甚
ほ
そ
の
四
分
の
一
以
内
と
十
る
。

2

c

.

D
級
の
犯
し
た
重
大
な
る
事
故
に
対
し
て
は
連
転

者
は
ニ
ヶ
月
以
内
、
責
任
者
は
そ
の
半
分
と
す
る
。

五
十
四
条
の
謹
慎
は
犀
則
と
し
て
事
故
を
起
し
た
月
か
ら
と
す

第
五
十
五
条

こ
の
規
定
は
部
員
が
部
車
で
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
で
自
分
の
荷
物
を
運
搬
す
る

場
合
の
み
あ
て
る
。

2

私
用
は
全
て
主
将
の
許
可
を
必
要
と
す
る
。

3

私
用
は
次

の
項
に
該
当
す
る
者
の
み
許
可
す
る
。

0
部
費
及
び
諸
納
金
の
滞
納
な
き
者

②
事
故
に
よ
る
謹
慎
が
解
除
さ
れ
て
二
迎
間
以
上
経
過
し
た
る
者

4
B
•
F

級
の
私
用
は
3

に
該
当
す
る

A

級
が
遅
転
す
る
褐
合
及
びB
級

二
人
以
上
乗
車
し
B
紋
が
迎
転
す
る
場
合
の
み
で
き
る

C
•
D
級
の
私
用
は3
に
該
当
す
る

A

級
が
同
乗
す
る
場
合
の
み
で
き

5
 

1. 

私

用

規 そ

定

第

十

四

章

の

他

第
万
十
八
条
部
員
は
常
時
部
員
証
を
携
帯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
九
条
主
将
は

A

.
B
級
会
議
に
か
け
て
、
臨
時
A
級
を
も
う
け
る
こ

と
が
出
来
る
。

第
六
十
条
部
車
を
使
用
し
て
私
的
利
益
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

第

六

十

一

条

紐

車
の
購
人
売
却
廃
車
は
部

a総
会
で
決
定
す
る
。

第

＋

＝

一

章

改

正

手

紐

第
五
十
七
条
四
十
九
条
の
手
紐
を
経
て
改
正
出
来
る
。

る
。

ーを一

i．云、
五
十
六
条
三
十
四
条
に
違
反
し
た
る
者
は
二
日
以
内
に
違
反
金
と
し
て
部

に
一

0
0
円
納
入
す
る
事
。



(5) 
6
 (4) (3) 

次
の
各
項
に
該
当
し
た
る
者
は
王
将
の
名
に
於
て
資
格
を
与
え
る
。

①

F

級入
部
規
定
に
も
と
づ
い
て
新
し
く
入
部
し
た
る
者

E

級運
転
技
術
に
主
眼
を
置
い

C
昇
格
試
験
を
行
な
い
、
こ
れ
に
合
格
し

た
る
者
。
但
し
昇
格
試
験
受
験
は
次
の
各
項
に
該
当
す
る
。

部
費
滞
納
の
な
い
も
の

F
級
練
習
を
一
定
の
回
数
以
上
行
な
っ
た
も
の

②
 

1. 

c
 

B
級
の
私
用
は

3
に
該
当
す
る
。

A
級
が
同
乗
す
る
場
合
及
び

B
級
が
同

乗
す
る
場
合
の
み
で
き
る
。

1

A

級
の
私
用
は
3
に
該
当
す
る
。

8

私
用
代
の
納
人
は

3
日
以
内
と
す
る
。

級
E
級
に
し
て
公
安
委
員
会
の
発
行
す
る
普
通
免
許
以
上
の
免
許
を
取

得
し
た
る
者
。

級
D
級
に
な
っ
て
一＿
＿
ヶ
月
以
上
経
過
し
、
合
宿
整
備
又
は
こ
れ
に
準
ず

る
整
備
に
十
日
以
上
参
加
し
た
る
者
で
、

C
級
試
験
に
合
格
し
A

.

B

級
の
贅
意
を
得
た
る
者

B

級C
級
で
次
の
各
項
に
す
べ
て
該
当
し
か
つ

A
級
会
議
に
於
て
全
員
一

D 

b
 
a 

昇

格

規

定

る
。

ヽ 2. 

致
の
承
認
が
あ
っ
た
者
。

C

級
に
な
つ
て
三
ヶ
月
以
上
経
過
し
た
る
者

運
転
距
雄
互

O
O
キ
ロ
メ
ー
ク
ー
を
越
え
た
も
の

運
転
技
術
、
整
備
技
術
が
優
秀
と
み
な
さ
れ
る
も
の

部
活
勁
に
活
発
な
も
の

交
通
事
故
を
起
し
て
一＿
＿
ヶ
月
以
上
経
過
し
た
る
も
の

部
費
及
び
諸
納
金
滞
訥
の
な
い
も
の

B
級
昇
級
試
験
に
バ
ス
し
遠
征

一
回
以
上
参
加
し
た
る
者

級
B
級
で
次
の
各
項
に
す
ぺ
て
該
当
し
か
つ

A
級
会
議
に
於
て
全
員
一

致
の
承
認
が
あ
っ
た
者

a

B

級
に
な
っ
て
三
ヶ
月
以
上
経
過
し
た
る
者

b

運
転
技
術
、
整
備
技
術
が
優
秀
と
み
な
さ
れ
る
者

c

部
員
の
統
率
が
出
来
る
者

d

部
活
動
に
活
発
な
者

e

交
通
事
故
を
起
し
て
三
ヶ
月
以
上
経
過
し
た
る
者

、

f
部
費
及
び
諸
納
金
滞
納
の
な
い
者

F
級
は
指
導
者
の
推
戯
を
得
て
主
将
に
四
級
昇
格
試
験
実
施
を
請
求
で
き

る
。

3

・
普
通
免
許
以
上
の
免
許
を
取
得
し
て
人
部
し
た
る
者
の
昇
格
は
原
則
と
し

て
最
初
の
昇
格
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
、
苺
乾
講
裟
、
F
級
練
習
、
E
級
丼

格
試
験
整
備
参
加
等
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(6) 

A 

｀ヽ
g
 

f
 
e
 

d
 
c
 

b
 
a 

‘、E4
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ヽ ら／



瀑
｀
＇

人
部
し
て
早
二
年
、
未
熟
な
が
ら
も
こ
れ
か
ら

一
年
間
部
を
預
る
こ
と
に
な

り
気
分
を
引
き
締
め
て
い
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

思
う
に
こ
の
二
年
間
、
自
勁
車
部
に
関
し
て
は
悩
み
通
し
の
毎
日
で
あ
っ
た

と
言
っ
て
過
言
で
は
あ
る
ま
い
C

自
肋
車
部
は
果
た
し
て
体
育
部
に
属
す
べ
き

で
あ
ろ
う
か
°
即
ノ
ー
で
あ
る
｀
少
な
く
と
も
私
臼
人
で
は
。
自
動
車
部
は
本

来
技
術
部
と
し
て
独
立
す
ぺ
き
も
の

で
あ
っ
て
、
こ
の
立
場
は
航
空
部
、
自
然

科
学
部
に
も
通
じ
る
。
つ
ま
り
言
わ
ん
と
す
る
所
は
、
自
動
車
の
機
械
的
技
術

を
目
指
し
た
と
こ
ろ
の
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
集
団
そ
の
発
展
し
た
形
態
が
今
P
の

我
が
部
の
支
柱
を
成
す
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
r

運
動
性
を
含
ん
だ
ラ
リ
ー
、
フ
イ
ギ
ア
そ

の
他
の
競
技
を
燕
視

せ
ん
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ド
ラ
イ
ブ
同
好
会
的
な
も
の
か
ら
発
展
し

た
自
動
車
部
も
目
を
全
日
本
に
転
ず
れ
ば
あ
る

に
は
あ
る
だ
ろ
う
C

し
か
し
、
し
か
し
で
あ
る
部
艮
諸
君
、
今
日
の
我
が
部
の
現
状
を
見
る
時
、

こ
れ
ら
の
分
野
で
の
活
動
は
あ
ま
り
に
も
浪
費
的
す
ぎ
は
し
な
い
か
。

金
の
余
り
有
る
私
大
に
活
動
し

t
い
る
の
で
は
な
い
、
我
々
は
部
予
算
の
貧

弱
な
こ
と
で
は
他
に
比
す
る
を
見
な
い
国
立
大
に
目
ざ
し
て
行
動
せ
ん
と
し
て

い
る

の
で
あ
る
。

し
か
も
部
会
計
の
う
ち
税
金
、
保
険
、
ガ
ス
等
‘
維
持
費
に
い
く
ら
注
ぎ
込

ん
で
い
る
と
言
う
の
だ
。
到
底
、
情
熱
溢
れ
る
青
年
の
集
合
体
で
あ
る
大
学
部

と
し
て
健
全
な
内
容
と
は
言
え
ま
い

考
え
よ
う
、
そ
し
て
行
動
し
よ
う
。
全
日
に
魂
を
奪
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

四

十

六

年

度

主

将

時

松

こ

れ

か

ら

の
・ヽ

年

部
車
の
維
持

q
に
活

烹

ェ

ネ

ル

ギ

ー
を
吸
い
取
ら
れ
て
は
い
け
な
い
。

本
来
の

姿

に

る

う

。

ナ

ン
バ
ー
車
は
最
少
限
度
で
良
い
。
無
ナ

ン
バ
ー
車

ボ
．
ン
コ
ッ
車
こ
そ
我
が
部
、
九
州
工
業
大
学
費
善
会
自
勁
車
の
本
命
だ
。

技
術
部
に
目
ざ
し
、
新
し
い
活
動
の
創
造
に
情
熱
を
傾
け
る
こ
と
こ
そ
、
金

に
頼
ら
な
い
健
全
な
る
将
来
を
目
ざ
す
我
が
自
勁
車
部
に
と
つ
て
最
も
必
要
な

内
で
は
あ
る
ま

い
か
。

付
言
し
て
お
く
が
、
い
く
ら
遅
動
が
我
が
部
の
生
命
で
な
い
と
言
っ
て
も
、

今
日

の
貨
善
会
に
国
す
る
以
上
体
育
会
か
ら
抜
け
出
す
訳
に
は
い
か
な
い。

無

論
文
化
部
に
移
る
こ
と
を
も
つ
て
こ
れ
に
換
え
る
事
も
出
来
な
い
。
然
ら
ば
、

我
々
は
堂
々
と
体
育
部
に
居
座
ろ
う
。
そ
し
て
手
段
と
し
て
で
は
な
く
、

一
っ

の
目
的
を
し
て
運
勁
な
や
る
う
。
我
が
部
存
立
の
為
に
や
る
の
で
は
な

い
。
個

人
の
若
々
し
い
生
活
、
そ
し
て
個
々
人
の
将
来
の
為
に
。
こ
れ
が
我
が
部
の

l

S
U
b
 
O

b
j

e
c
t
と
な
り
、
そ
し
て
m
a
i

n
o

b
j

e
ctは
無
論
、
前
述
の

“I 

技
術
呵
と
し
て
の
活
茄
で
あ
る。

尺，
体
案
は
述
べ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
各
自
で
大
方
予
想
が
つ
こ
う
。

い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
名
営
あ
る
九
州
工
業
大
学
責
善
会
自
動
車
部
部
員
諸

君
＇
・

で



:'

~' 

鷹

ー
集

後

記

―-.
 

部
誌
編
集
と
い
う
大
役
を

お
お
せ
つ

か
り
、
努
力

し
た
に
も

か
か

わ
ら
ず
、

か
く
も
杜
撰
な
も

の
し

か

で
き
な
か
っ
た
の

は
、
小
生

の
不

徳
の

至
す
所
と
、

反
省
し
て
お
り
ま
す
。

部
員
が
原
積
を
出
さ

な
い
の
は
言
語
道
断

で
あ
る

が
、
先
輩
諸
氏
の
寄
稿
の
な
い
の
は
寂
し
い
次
第
で

す
0

毎
回
、
二
十
冊
以
上
も
転
居
先
不
明
で
戻
つ
て

来
ま
す
。
住
所
を
変
更
さ
れ
た
時
に
は
、
自
動
車
部

さ
で
御
一
報
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

編

集

委

員

鳥

;._,,;J 
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